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一
、
は
じ
め
に

　

こ
の
写
真
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
夏
、
彫
塑
家
で
、
東
洋

音
楽
研
究
者
と
し
て
著
名
な
林は
や
し

謙け
ん
ぞ
う三

（
一
八
九
九
―
一
九
七
六
）
の
ア

ト
リ
エ
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
１
）。
右
が
林
謙
三
、
彫
像
を
挟
ん
で
左

側
は
、
当
時
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
、
中
国
の
文
学
者
・
歴
史
学
者
、
そ

し
て
政
治
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
郭
沫
若
（
一
八
九
二
―
一
九
七
八
）
で

あ
る
。
郭
沫
若
の
左
右
に
見
え
る
二
体
の
彫
像
は
、
林
謙
三
が
、
自
身
の

著
作
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究（
２
）』

を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
郭
沫
若
に
対
し
て
、

林
謙
三
と
郭
沫
若

―
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
誕
生
秘
話
―

山
寺
三
知
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謝
意
と
敬
意
を
表
す
た
め
に
制
作
し
た
郭
沫
若
像
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

林
謙
三
、
三
十
七
歳
、
郭
沫
若
、
四
十
三
歳
。『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
は
、

こ
の
年
の
十
一
月
、
上
海
の
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
本
書
の

出
版
に
よ
り
、
林
謙
三
は
本
格
的
に
音
楽
研
究
へ
と
踏
み
出
し
、
そ
れ
と

同
時
に
彼
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
音
楽
学
界
に
名
を
馳
せ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
し
て
、
本
書
は
後
の
東
洋
音
楽
研
究
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
不
朽
の
名
著
と
な
る
。

　

だ
が
、
郭
沫
若
は
こ
の
後
一
年
も
経
た
ぬ
う
ち
、
忽
焉
と
日
本
か
ら
姿

を
消
し
、
そ
れ
ま
で
十
年
あ
ま
り
続
い
た
二
人
の
交
遊
は
終
わ
り
を
告
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

林
謙
三
と
郭
沫
若
、
二
人
は
分
野
も
生
き
方
も
全
く
異
な
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
界
に
お
い
て
巨
大
な
足
跡
を
残
し
た
、
言
わ
ば
〝
巨
人
〟
で
あ

る
。
若
き
二
人
の
偉
才
は
、
い
か
に
し
て
出
会
い
、
交
流
し
、
後
世
に
残

る
名
著
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
知
ら
れ
ざ
る
林
謙
三
と
郭
沫
若

の
交
遊
の
軌
跡
を
辿
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
林
謙
三
の
略
歴

　

ま
ず
、
林
謙
三
の
略
歴（
３
）に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　

林
謙
三
（
本
姓
長
屋
、
林
は
旧
姓
）
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九

九
）
五
月
一
日
、
石
川
県
士
族
の
次
男
と
し
て
大
阪
に
生
ま
れ
た
。
中
学

校
の
頃
か
ら
、
日
本
美
術
史
や
彫
刻
に
興
味
を
持
ち
、
高
村
光
雲
門
下
の

田
中
祥
雲
に
木
彫
を
学
び
、
進
級
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
熱
中
し
た
と
い

う（
４
）。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
（
二
十
歳
）、
東
京
美
術
学
校
（
現

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
）
彫
刻
科
塑
造
部
に
入
学
、
建
畠
大
夢
に
学

び
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
三
月
（
二
十
四
歳
）
卒
業
、
同
年
か
ら

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
、
三
十
四
歳
）
に
か
け
て
帝
展
（
帝
国
美
術
院
展

覧
会
）
に
、
大
患
で
病
床
に
伏
し
て
い
た
昭
和
七
年
を
除
き
、
毎
回
入

選
、
そ
の
後
も
、
文
展
（
文
部
省
美
術
展
覧
会
）、
日
展
（
日
本
美
術
展

覧
会
）
等
で
活
躍
し
た
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
、
二
十
八
歳
）
に
は
、
創
作
活
動
を
継
続
す
る

か
た
わ
ら
で
、
東
洋
古
典
音
楽
の
探
求
熱
が
高
ま
り
、
翌
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
、
二
十
九
歳
）
か
ら
東
洋
文
庫
に
通
い
は
じ
め（
５
）、

東
洋
古
典
音
楽

の
資
料
を
渉
猟
、
そ
こ
で
郭
沫
若
と
出
会
い
、
以
後
十
年
に
わ
た
り
親
交

を
深
め
た
。

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
一
月
（
三
十
七
歳
）、『
隋
唐
燕
楽
調
研

究
』
を
上
海
の
商
務
印
書
館
よ
り
刊
行
、
翌
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

七
月
（
三
十
八
歳
）
に
、
郭
沫
若
が
突
然
の
帰
国
。
そ
の
頃
よ
り
、
敦
煌

琵
琶
譜
や
五
絃
琵
琶
譜
な
ど
古
楽
譜
研
究
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
が
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
（
四
十
五
歳
）、
空
襲
に
あ
い
、
西
ケ
原
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（
現
在
の
東
京
都
北
区
）
の
家
と
と
も
に
楽
器
・
図
書
を
焼
失
、
戦
後
、

奈
良
に
移
り
住
ん
だ
。

　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
、
四
十
九
歳
）
よ
り
、
芝
祐
泰
ら
と
正
倉

院
楽
器
の
調
査
研
究
に
従
事
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
十
四

日
（
五
十
歳
）
に
は
、
昭
和
二
十
四
年
度
朝
日
文
化
賞
を
「
東
洋
古
代
音

楽
の
研
究
と
正
倉
院
古
楽
器
の
復
元
」
に
よ
っ
て
受
賞
し
た（
６
）。

　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月
（
五
十
一
歳
）
に
、
奈
良
学
芸
大

学
（
現
奈
良
教
育
大
学
）
教
授
（
彫
塑
）、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

三
月
（
六
十
五
歳
）
に
定
年
退
官
の
後
、
同
年
四
月
（
六
十
五
歳
）
に

は
、
布
施
女
子
短
期
大
学
（
現
東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部
）
教
授
に
就

任
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
月
（
七
十
三
歳
）
よ
り
、
東
洋
音

楽
学
会
副
会
長
を
務
め
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
六
月
九
日
、

永
眠
、
七
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

　

彫
刻
で
は
、
奈
良
に
移
り
住
ん
で
か
ら
も
、
彫
塑
文
化
協
会
を
結
成

し
、
奈
良
の
彫
刻
界
に
新
風
を
送
り
こ
み
、
後
進
の
育
成
に
尽
力
、
県
展

（
奈
良
県
美
術
展
覧
会
）
で
も
活
躍
し
た
。

　

東
洋
音
楽
に
関
す
る
主
な
著
書
を
年
代
順
に
挙
げ
る
と
、『
隋
唐
燕
楽

調
研
究
』
以
降
、『
明
楽
八
調
研
究
』（
張
虔
訳
、
上
海
：
音
楽
出
版
社
、

一
九
五
七
年
六
月
。
五
十
八
歳
）、『
敦
煌
琵
琶
譜
的
解
読
研
究
』（
潘
懐

素
訳
、
上
海
：
音
楽
出
版
社
、
一
九
五
七
年
九
月
。
五
十
八
歳
）、『
東
亜

楽
器
考
』（
銭
稲
孫
訳
、
北
京
：
音
楽
出
版
社
、
一
九
六
二
年
二
月
。
六

十
二
歳
）、『
正
倉
院
楽
器
の
研
究
』（
東
京
：
風
間
書
院
、
一
九
六
四
年

六
月
。
六
十
五
歳
）、『
天
平
・
平
安
の
音
楽
―
古
楽
譜
の
解
読
に
よ
る

―
』（
監
修
・
解
読
・
解
説
。
東
京
：
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
、
一
九

六
五
年
十
月
。
六
十
六
歳
。
同
年
、
本
レ
コ
ー
ド
に
て
芸
術
祭
奨
励
賞
受

賞
）、『
正
倉
院
の
楽
器
』（
共
著
。
東
京
：
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六

七
年
十
月
。
六
十
八
歳
）、『
雅
楽
―
古
楽
譜
の
解
読
―
』（
東
京
：
音
楽

之
友
社
、
一
九
六
九
年
十
二
月
。
七
十
歳
）、『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
東

京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
、
一
九
七
三
年
。
七
十
三
歳
）
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

内
容
は
楽
理
、
楽
器
、
楽
譜
等
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
斯
学
の
名

著
で
あ
る
。

　

林
謙
三
が
郭
沫
若
と
出
会
っ
た
の
は
、
二
十
八
歳
の
こ
と
で
、
帝
展
に

四
回
連
続
で
入
選
を
果
た
す
な
ど
、
彫
塑
界
で
華
々
し
く
活
躍
を
す
る
一

方
、
ま
さ
に
東
洋
古
典
音
楽
に
目
覚
め
た
時
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、
郭
沫

若
と
の
十
年
の
交
遊
を
経
て
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
を
刊
行
、
そ
れ
以

降
、
彫
塑
家
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
も
、
次
々
と
東
洋
音
楽
に
関
す
る

数
々
の
名
著
を
世
に
送
り
だ
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
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三
、
郭
沫
若
と
の
交
遊

　

郭
沫
若
の
経
歴
等
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
の
で
贅
言
を
避
け
、
林

謙
三
の
随
筆
「
郭
沫
若
」（
７
）に
沿
い
な
が
ら
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
を
併
せ
見

る
こ
と
に
よ
り
、
林
謙
三
と
郭
沫
若
の
交
遊
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み
た

い
。

　

郭
沫
若
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
、
郭
氏
三
十
五
歳
）
に
蒋
介
石
か

ら
の
弾
圧
を
逃
れ
日
本
に
亡
命
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
、
昭
和
十
二
年
（
一

九
三
七
、
郭
氏
四
十
四
歳
）
に
日
本
を
脱
出
し
、
抗
日
戦
線
に
参
加
す
る

ま
で
の
約
十
年
間
、
千
葉
の
市
川
で
家
族
と
と
も
に
暮
ら
し
た
。
林
謙
三

と
郭
沫
若
と
の
交
遊
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
十
年
間
に
あ
た
る
。

（
一
）
学
術
的
交
流

　

随
筆
「
郭
沫
若
」
に
は
、
郭
沫
若
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

見
え
る
。

　

郭
氏
が
亡
命
し
た
昭
和
三
年
の
春
も
逝
く
頃
の
こ
と
、
私
は
東
洋

文
庫
で
白
晳
温
容
の
一
中
国
人
が
甲
骨
金
石
文
献
を
渉
猟
し
て
い
る

の
に
気
を
ひ
か
れ
、
い
つ
か
言
葉
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

が
郭
氏
と
前
後
約
十
年
に
わ
た
る
淡
々
た
る
交
遊
の
始
ま
り
で
あ

る
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
林
謙
三
、
二
十
九
歳
、
郭
沫
若
、
三
十
六
歳

の
春
で
あ
る
が
、「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
東
洋

文
庫
に
通
い
始
め
た
の
は
五
月
頃
と
の
こ
と
で
あ
る
。
郭
沫
若
が
来
日
し

た
の
は
二
月
下
旬
で
あ
る
か
ら（
８
）、

そ
の
約
二
、
三
か
月
後
と
い
う
こ
と
に

な
る（
９
）。

こ
の
こ
ろ
郭
沫
若
は
甲
骨
金
文
研
究
に
没
頭
し
て
お
り（

（（
（

、
自
然
と

二
人
は
互
い
に
学
問
に
つ
い
て
語
り
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

私
達
の
対
話
は
大
抵
相
互
の
研
究
に
関
し
て
い
た
。
新
発
見
を
子

供
の
よ
う
に
眼
を
輝
か
し
て
説
く
郭
氏
の
表
情
の
何
ん
と
素
直
だ
っ

た
こ
と
！ 

耳
の
遠
さ（

（（
（

も
鋭
い
理
解
力
が
そ
れ
を
補
い
、
後
進
の
意

見
で
も
と
る
べ
き
も
の
は
と
り
、
私
の
さ
さ
や
か
な
説
す
ら
「
甲
骨

文
字
研
究
」
の
片
隅
に
紹
介
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

『
甲
骨
文
字
研
究
』
を
確
認
す
る
と
、
林
謙
三
の
説
は
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

中
国
が
ギ
リ
シ
ャ
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
、
別
の
文
献
に
よ
っ
て
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も
証
明
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
楽
器
の
「
吹
鞭
」
はT

ibia

の
対
訳
で
、

「
屠

角
」
はT

uba

の
対
訳
で
あ
る（

（（
（

。
日
本
の
友
人

林
謙
三
の
説
。 （

（（
（

『
甲
骨
文
字
研
究
』
は
、
二
人
が
出
会
っ
て
か
ら
三
年
目
に
あ
た
る
昭
和

六
年
（
一
九
三
一
年
、
郭
氏
三
十
八
歳
、
林
氏
三
十
二
歳
）
に
出
版
さ
れ

る
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、
郭
沫
若
紀
念
館
に
所
蔵
さ
れ
た
同
書
の

手
稿
本
の
序
録
の
末
尾
に
は
、
当
時
、
東
洋
文
庫
の
主
任
で
あ
っ
た
石
田

幹
之
助
（
一
八
九
一
―
一
九
七
四
）
へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、〝
益
友
〟
林

謙
三
に
言
及
し
た
一
段
が
見
え
る
と
い
う
。

同
じ
く
東
洋
文
庫
で
研
究
し
て
い
た
林
謙
三
氏
と
は
、
い
つ
し
か
益

友
と
な
っ
た
。
林
氏
は
日
本
の
青
年
彫
刻
家
で
、
彼
の
研
究
テ
ー
マ

は
漢
時
代
の
中
国
と
西
洋
の
芸
術
交
渉
で
あ
り
、
特
に
音
楽
を
主
眼

と
し
て
い
た
。
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
に
は
、
得
た
と
こ
ろ
に
つ
い

て
し
ば
し
ば
議
論
し
合
い
、
い
つ
も
楽
し
く
て
疲
れ
を
忘
れ
た
も
の

で
あ
る
。
私
は
林
氏
の
発
奮
に
深
く
感
じ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
今
、
筆
を
擱
く
に
あ
た
り
、

彼
の
研
究
が
い
ち
早
く
完
成
す
る
の
を
目
に
し
た
い
と
希
望
す
る
も

の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
一
段
は
、
石
田
幹
之
助
へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、
出
版
の
際
に
は
削
除

さ
れ
た
が
、
こ
の
記
述
か
ら
、
郭
沫
若
が
林
謙
三
の
研
究
姿
勢
に
触
発
さ

れ
て
、『
甲
骨
文
字
研
究
』
を
書
き
上
げ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
郭
沫
若
は
、

『
甲
骨
文
字
研
究
』「
釈
干
支
」
に
お
い
て
、
十
二
支
の
起
源
が
バ
ビ
ロ
ニ

ア
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
東
西
の
芸
術
交
渉
を
研
究
す
る
林
謙

三
と
の
語
ら
い
か
ら
、
何
ら
か
の
着
想
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
隋

唐
燕
楽
調
研
究
』
の
郭
沫
若
「
序
」
に
「
彼
の
為
人
や
求
学
的
態
度
は
私

の
感
佩
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
の
為
人
は
謙
和
に
し
て
、
学
問
は
極
め

て
真
摯（

（（
（

」
と
も
あ
り
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
林
謙
三
は
、
学
術
研
究
上
の
敬

服
す
べ
き
友
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
林
謙
三
も
ま
た
、「
そ
の

人
の
広
い
深
い
学
問
上
の
智
識
に
接
し
て
私
の
研
究
が
ど
れ
ほ
ど
豊
か
に

さ
れ
た
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い（

（（
（

、
郭
沫
若
の
深
大
な
学
問
に
よ
っ

て
啓
発
さ
れ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
林
謙
三
の
研
究
テ
ー
マ
が
、
音
楽
を
主
体
と
し
た

「
漢
時
代
の
中
国
と
西
洋
の
芸
術
交
渉
」
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
は
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
郭
氏
「
序
」
に
「
林
氏
に

は
本
書
以
外
に
も
『
西
域
音
楽
東
漸
史
』
の
大
作
が
あ
り
、
已
に
脱
稿
し

て
い
る
が
、
尚
お
整
理
が
待
た
れ
る（

（（
（

」
と
あ
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
か

と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
「
西
域
音
楽
東
漸
史
」
は
未
発
表
で
あ
り
、
草
稿

も
存
在
せ
ず
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
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こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
林
謙
三
は
、
初
期
の
こ
ろ
に
は
東
西
音
楽
の
交
渉

に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
の
ほ
か
、
二
人
の
交
流
は
、
郭
沫
若
の
金
石
学
の
弟
子
で
あ
る
、
殷

塵
（
金
祖
同
、
一
九
一
四
―
一
九
五
五
）
の
『
郭
沫
若
帰
国
秘
記
』
に
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
は
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋

事
件
か
ら
、
一
九
三
七
年
七
月
下
旬
に
郭
沫
若
が
日
本
を
脱
出
す
る
ま
で

の
行
動
が
事
細
か
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
次
の
一
節
は
、
そ
の
一
年
前
の

回
想
の
一
部
で
あ
る
。

そ
の
時
は
、
わ
た
し
と
鼎
堂
と
は
、
林
謙
三
と
い
う
美
術
家
の
と
こ

ろ
に
行
き
、
か
れ
に
頼
ん
で
「
石
鼓
文
」
の
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ

た
。
ま
た
映
画
用
の
フ
ィ
ル
ム
に
撮
っ
て
、
そ
れ
を
引
き
伸
ば
し
て

も
ら
っ
た
。
林
氏
の
友
人
が
化
学
研
究
所
で
働
い
て
い
る
の
で
、
わ

れ
わ
れ
の
費
用
は
少
な
く
て
す
ん
だ（

（（
（

。

一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
夏
（
郭
氏
四
十
三
歳
、
林
氏
三
十
七
歳
）、

郭
沫
若
は
、
篆
刻
家
で
金
石
学
に
精
通
し
て
い
た
河
井
荃
廬
（
一
八
七
一

―
一
九
四
五
）
か
ら
石
鼓
文
の
拓
本
を
借
り
、
林
謙
三
に
そ
れ
ら
の
撮
影

を
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
出
版
の
直

前
に
あ
た
り
、
ま
さ
し
く
冒
頭
に
掲
げ
た
写
真
を
撮
影
し
た
時
期
と
一
致

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
一
九
三
六
年
三
月
三
日
付
の
郭
氏

「
序
」
に
は
「
初
稿
訳
成
後
も
、
原
著
者
と
訳
者
は
更
に
八
、
九
か
月
間

の
長
期
に
わ
た
る
推
敲
や
増
改
を
経
た（

（（
（

」
と
あ
り
、
同
年
二
月
十
九
日
の

「
原
作
者
序
」
に
も
「
初
稿
訳
成
後
数
ヶ
月
に
わ
た
り
刪
正
増
修
し
た
箇

所
は
枚
挙
に
遑
が
な
い（

（（
（

」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
十

年
）
か
ら
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
に
か
け
て
、
二
人
は
相
当
頻
繁

に
往
来
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
、
石
鼓
文
の
撮
影
も
、
そ
の
よ
う
な
交
流

で
の
一
齣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
殷
塵
は
林
謙
三
の
肩
書
き
を
「
美
術
家
」
と
し
て
い
る
が
、
当

時
の
林
謙
三
は
、
ま
だ
音
楽
に
関
す
る
業
績
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く（

（（
（

、
そ

の
よ
う
な
実
状
を
反
映
し
た
も
の
で
、
手
稿
本
『
甲
骨
文
字
研
究
』
の
序

録
で
郭
沫
若
が
彼
を
「
彫
刻
家
」
と
し
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

郭
沫
若
が
帰
国
後
執
筆
し
た
文
章
の
中
に
も
、
林
謙
三
の
名
は
登
場
す

る
。
一
九
四
六
年
に
発
表
し
た
史
劇
『
筑
』
に
は
、
郭
沫
若
自
身
に
よ
る

古
楽
器
「
筑
」
に
つ
い
て
の
解
説
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
林
謙
三

宅
で
古
楽
器
を
目
に
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

私
は
か
つ
て
日
本
に
住
ん
で
い
た
と
き
、
友
人
の
林
謙
三
君
の
家
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で
、
一
種
の
古
楽
器
を
見
か
け
た
。
か
な
り
太
い
竹
を
半
分
に
割
っ

た
も
の
か
ら
成
り
、
長
さ
は
三
尺
た
ら
ず
。
背
に
絃
が
張
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
絃
は
す
で
に
朽
ち
て
無
く
な
っ
て
い
た
が
、
絃
を

張
る
装
置
は
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
た
。
竹
身
は
油
の
よ
う
な
も
の
で

塗
飾
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
古
竹
の
色
が
な
お
保
た
れ
て
い
た
。

虫
く
い
は
あ
っ
た
が
、
さ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
か
っ
た
。
一
方
の
端
の

底
に
近
い
ふ
ち
に
半
月
形
の
二
つ
の
穴
が
、
左
と
右
に
一
つ
ず
つ
、

あ
い
て
い
た
。
手
お
よ
び
指
で
握
る
た
め
の
穴
で
あ
ろ
う
。
今
に
し

て
考
え
れ
ば
、
こ
の
楽
器
こ
そ
往
昔
の
筑
だ
っ
た
と
思
う（

（（
（

。

当
時
林
謙
三
宅
に
あ
っ
た
楽
器
類
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
、
林
氏

四
十
五
歳
）
の
空
襲
で
焼
失
し
た
た
め
、
正
確
な
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
郭
沫
若
が
見
た
楽
器
は
、
太
い
竹
を
半
分
に
割
っ
た
よ
う
な
形
を

し
、
底
面
に
半
月
形
の
穴
が
あ
る
等
の
特
徴
か
ら
、
筑
で
は
な
く
、
日
本

の
八
雲
琴
の
類
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

（
二
）
日
常
で
の
交
流

　

随
筆
「
郭
沫
若
」
に
は
、
日
常
に
お
け
る
交
流
も
描
か
れ
る
。

文
庫
の
帰
り
、
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
西
ケ
原
の
自
宅
に
招
い
た
り
、
果
て

は
市
川
の
寓
居
を
訪
ね
た
り
し
た
。
そ
の
後
移
ら
れ
た
市
川
の
第
二

の
住
居
こ
そ
私
に
は
な
つ
か
し
い
交
遊
の
舞
台
で
あ
る
。
…
…
交
遊

が
個
人
的
か
ら
家
庭
的
に
進
展
す
る
に
つ
れ
世
話
好
き
な
夫
人
の
世

話
に
与
っ
た
こ
と
は
度
々
で
あ
る
。
双
方
の
家
族
連
れ
で
隣
村
へ
梨

狩
り
に
誘
わ
れ
た
楽
し
い
日
の
こ
と
、
殊
に
末
子
の
鴻
君
を
お
ん
ぶ

し
て
歩
い
た
郭
氏
の
和
服
姿
が
今
も
眼
の
あ
た
り
に
思
い
浮
ぶ
。

家
族
ぐ
る
み
の
交
流
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
西
ケ
原
と
は
、
上
述
の
と

お
り
、
現
在
の
東
京
都
北
区
西
ケ
原
に
あ
た
り
、
市
川
の
第
二
の
住
居

は
、
現
在
の
市
川
市
須
和
田
に
位
置
す
る
。
夫
人
と
は
、
佐
藤
を
と
み

（
一
八
九
五
―
一
九
九
四
。
中
国
名
は
、
郭
安
娜
）
で
あ
り
、
鴻
君
と
は
、

四
男
の
志
鴻
（
一
九
三
二
―
。
後
に
中
央
音
楽
学
院
教
授
、
ピ
ア
ノ
奏
者

と
な
る
）
で
あ
る（

（（
（

。
林
謙
三
の
家
族
は
、「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目

録
」
に
よ
る
と
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
（
林
氏
三
十
二
歳
）

に
、
長
屋
サ
ト
と
結
婚
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
、
林
氏
三
十
七

歳
）
六
月
に
次
女
、
那
智
子
が
生
ま
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

時
に
は
昔
語
り
に
花
が
咲
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
沫

若
は
郷
里
の
沫
・
若
二
つ
の
川
名
に
由
来
す
る
が
、
こ
れ
に
郭0

姓
を

冠
す
る
誤
り
も
通
称
と
な
っ
た
今
で
は
致
し
方
な
い
の
だ
と
か
、
若
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い
頃
東
京
の
市
電
で
神
保
町
を
カ
ミ
ヤ
ス
チ
ョ
ウ
と
得
意
気
に
云
っ

て
車
掌
に
通
じ
な
か
っ
た
失
敗
談
と
か
も
聞
い
た
し
、
近
頃
新
聞
に

も
見
え
た
、
例
の
刺
身
即
ち
中
国
の
三
滲
論
を
自
宅
で
刺
身
を
御
馳

走
し
た
時
に
聞
か
さ
れ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

他
愛
の
な
い
話
を
飾
ら
ず
に
言
い
合
え
る
ほ
ど
に
気
を
許
し
あ
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
に
言
う
刺
身
論
は
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
十
二
月

二
十
日
朝
刊
、
第
七
面
（
大
阪
版
）（

（（
（

の
「
郭
沫
若
氏
か
ら
贈
物
―
亡
命
時

代
の
文
献
を
中
日
文
化
研
究
所
へ
―
」
と
題
す
る
記
事
に
見
え
、
郭
沫
若

が
帰
国
時
、
日
本
に
残
し
た
資
料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
草
稿
の
例
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
三
七
年
に
出
版
さ
れ
た

『
沫
若
近
著
』（
上
海
：
北
新
書
局
。
未
見
）
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
「〝
刺

身
〟」
の
草
稿
で
あ
る
が
、
今
、『
郭
沫
若
全
集 

文
学
編 
第
十
八
巻
』（
九

四
―
九
六
頁
）
に
よ
り
脱
稿
の
時
期
を
確
認
す
る
と
、
末
尾
に
「
一
九
三

六
年
二
月
二
日
夜
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
郭
沫
若
が
『
隋
唐
燕

楽
調
研
究
』
の
「
序
」
を
書
い
た
、
一
九
三
六
年
三
月
三
日
の
約
一
か
月

前
に
あ
た
る
。
郭
沫
若
は
、
刺
身
の
語
源
に
つ
い
て
、
そ
の
頃
考
え
つ
い

た
こ
と
を
林
謙
三
に
語
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

郭
氏
は
な
か
な
か
の
能
書
家
で
、
か
つ
て
私
の
求
め
で
伍
挙
の

「
三
年
飛
ば
ず
鳴
か
ず
云
々
」
の
語
意
を
寓
し
た
快
心
の
書
を
贈
ら

れ
た
。
そ
の
折
「
孤
高
」
の
一
幅
を
示
し
、
私
は
こ
の
言
葉
が
好
き

で
す
よ
と
云
っ
た
。
こ
の
一
語
は
よ
く
そ
の
頃
の
郭
氏
の
心
境
を
現

わ
し
て
い
る
。
あ
る
時
縁
側
に
並
ん
で
立
っ
て
遠
い
空
に
向
け
た
郭

氏
の
眸
に
限
り
な
い
寂
し
さ
、
空
虚
さ
の
湛
え
る
の
を
感
じ
た
が
、

そ
ん
な
折
で
も
内
心
に
は
は
げ
し
い
孤
高
の
意
気
に
燃
え
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
人
に
「
屈
原
」
の
す
ぐ
れ
た
史
論
や
史
劇

が
書
か
れ
た
の
も
さ
こ
そ
と
う
な
ず
か
れ
る（

（（
（

。

林
謙
三
は
、
い
つ
か
ら
か
、
自
ら
の
庵
名
を
「
不
鳴
菴
」
と
名
付
け
る（

（（
（

が
、
そ
れ
は
自
身
の
境
遇
を
擬
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、『
史
記
』
楚

世
家
「
蜚と

ば
ず
鳴
か
ず
」
を
踏
ま
え
た
書
を
郭
沫
若
か
ら
贈
ら
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
、
郭
沫
若
は
、
自
ら
の
心
境
を
「
孤
高
」
と
表
現
し
た
の
で
あ

る
。
林
謙
三
は
、
異
郷
の
地
に
あ
っ
て
、
激
し
い
憂
国
の
情
を
う
ち
に
秘

め
た
郭
沫
若
の
姿
を
、
孤
高
を
貫
い
た
屈
原
と
重
ね
合
わ
せ
る
。
多
く
を

語
ら
ず
と
も
互
い
の
心
境
を
感
じ
あ
え
る
二
人
の
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

ま
た
、『
奈
良
学
芸
大
学
新
聞
』
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
十
二
月
、

第
四
十
三
号
、
第
二
面
の
「
十
八
年
目
の
再
会 

郭
沫
若
氏
と
林
謙
三
教

授 
古
楽
研
究
で
む
す
ば
れ
た
友
情
」
と
題
す
る
記
事
に
は
、
林
謙
三
の
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言
葉
を
引
用
し
て
、

交
友
の
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
、
郭
氏
は
自
分
の
首
に
金
が
か
か
っ
て

い
る
ん
だ
と
話
さ
れ
た
が
、
政
治
に
関
す
る
こ
と
は
全
く
話
さ
れ
な

か
っ
た
。
た
だ
当
時
魯
迅
、
胡
適
氏
と
文
学
論
―
当
時
中
国
は
抗
日

の
た
め
の
国
防
文
学
論
戦（

（（
（

に
あ
け
く
れ
て
い
た
―
で
相
当
激
し
い
斗

志
を
示
さ
れ
て
い
た
。

と
あ
り
、
郭
沫
若
は
誌
上
で
激
し
い
論
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
て
も
、
林
謙

三
の
前
で
は
、
政
治
的
な
話
は
一
切
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
林

謙
三
が
「
世
事
に
は
割
と
無
関
心
、
常
に
学
問
の
世
界
に
厳
し
く
生
き
」

て
い
た（

（（
（

こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
二
人
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や

利
害
関
係
で
は
な
く
、
学
問
と
芸
術
で
結
ば
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
三
）『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
翻
訳
・
出
版
の
経
緯

　

郭
沫
若
に
よ
る
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
翻
訳
は
、
以
上
の
よ
う
な
交

流
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
翻
訳
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
、「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」（
二

九
―
三
〇
頁
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

交
際
が
七
年
も
続
い
た
間
に
郭
さ
ん
の
仕
事
は
驚
く
ほ
ど
多
量
な

立
派
な
著
書
と
な
っ
て
次
々
に
世
に
現
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て

私
の
研
究
は
相
当
進
ん
で
は
お
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
特
殊
過
ぎ
て

日
本
で
発
表
す
る
機
会
が
な
か
な
か
摑
め
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
る
日
、
私
が
こ
の
苦
し
み
を
郭
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
ら
、
郭

さ
ん
は
自
分
か
ら
進
ん
で
「
ぢ
ゃ
私
が
中
国
文
に
訳
し
て
中
国
で
発

表
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
申
し
出
さ
れ
私
を
狂

喜
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
「
隋
唐
燕
楽
調
研
究
」
と
題
す
る
論

文
が
世
に
出
る
始
ま
り
で
す
。

郭
沫
若
が
林
謙
三
の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
翻
訳
を
買
っ
て
出
た
こ
と
が
わ

か
る
。『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
「
原
作
者
序
」
に
「
沫
若
先
生
は
余
が

長
年
兄
事
す
る
畏
友
で
あ
り
、
数
年
来
の
友
誼
を
以
っ
て
、
自
ら
後
進
で

あ
る
余
の
た
め
に
小
著
翻
訳
の
労
を
執
っ
て
下
さ
っ
た（

（（
（

」
と
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
形
式
的
な
美
辞
麗
句
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
林
謙

三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」
で
は
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
は
郭
沫
若
の

勧
め
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
翻
訳
を
前
提
と
し

勧
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
同
じ
く
「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」（
三
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〇
頁
）
に
、

郭
さ
ん
は
音
楽
に
縁
遠
い
方
だ
し
、
殊
に
中
国
の
古
代
音
楽
に
つ
い

て
は
門
外
漢
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
訳
の
精
確
を
期
す
た
め

に
、
私
の
論
文
に
関
係
の
あ
る
い
ろ
い
ろ
の
文
献
を
集
め
て
研
究
を

積
ま
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
の
小
さ
な
研
究
の
訳
に
も
思
い
が
け
な

い
月
日
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
一
通
り
訳
が
で
き
上
っ
て
か
ら

も
、
疑
問
が
湧
け
ば
そ
れ
を
問
い
た
だ
す
し
、
矛
盾
が
あ
れ
ば
指
摘

し
て
已
ま
な
か
っ
た
の
で
、
訂
正
に
は
更
に
数
か
月
を
要
し
ま
し

た
。
私
は
そ
の
頃
、
奥
さ
ん
か
ら
「
う
ち
の
主
人
は
一
つ
こ
と
に
凝

り
だ
す
と
他
の
こ
と
を
顧
み
な
い
性
質
で
す
」
と
聞
か
さ
れ
、
こ
の

訳
の
た
め
に
自
分
の
仕
事
も
一
時
放
棄
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
知
り

大
変
す
ま
な
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
ま
た
そ
ん
な
に
ま
で
し
て
頂
け

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

と
あ
り
、
郭
沫
若
自
身
も
翻
訳
の
た
め
に
文
献
を
集
め
て
研
究
す
る
な

ど
、
自
身
の
仕
事
を
擲
っ
て
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

郭
沫
若
が
林
謙
三
と
と
も
に
推
敲
に
数
か
月
を
要
し
た
こ
と
は
、
先
に
引

用
し
た
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
郭
・
林
両
氏
の
序
に
も
見
え
る
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
郭
沫
若
は
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
翻
訳
に
対
し

て
、
真
摯
な
姿
勢
で
傾
注
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
随
筆
「
郭
沫
若
」
に
、

郭
氏
に
と
っ
て
は
方
面
違
い
の
難
物
で
あ
り
、
且
つ
一
文も
ん

に
も
な
ら

な
い
、
後
進
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
、
暫
時
自
分
の
仕
事
ま
で
を
放
棄

し
て
関
係
古
典
を
精
読
研
究
し
つ
つ
翻
訳
さ
れ
た
―
―
そ
の
頃
の
副

産
物
に
隋
の
楽
人
「
万
宝
常
」
の
一
篇
あ
り
―
―
い
き
さ
つ
を
熟
知

し
て
い
る
だ
け
に
私
の
感
謝
の
念
は
筆
舌
に
尽
せ
な
い
。

と
あ
る
よ
う
に
、
郭
沫
若
は
翻
訳
作
業
を
通
じ
て
得
た
知
見
・
資
料
を
活

用
し
て
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
隋
代
の
音

楽
家
、
万
宝
常
に
関
す
る
論
文
を
日
本
語
と
中
国
語
で
書
き
上
げ
た（

（（
（

。
日

本
語
版
「
万
宝
常
―
彼
れ
の
生
涯
と
芸
術
」
は
、『
日
本
評
論
』（
東
京
：

日
本
評
論
社
）
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
一
月
号
に
、
中
国
語
版
「
隋

代
大
音
楽
家
―
万
宝
常
」
は
、『
文
學
』（
上
海
：
生
活
書
店
）
第
五
巻
第

三
期
、
一
九
三
五
年
九
月
号（

（（
（

に
発
表
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
論
文
に
は
、
林

謙
三
の
説
が
随
所
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

翻
訳
が
完
成
し
た
後
、
郭
沫
若
は
出
版
社
探
し
に
も
尽
力
し
た
よ
う
で

あ
る
。「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」（
三
〇
頁
）
に
、
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訳
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
郭
さ
ん
の
顔
で
も
出
版
を
引
き
受
け
る
と

こ
ろ
は
な
か
な
か
見
当
り
ま
せ
ん
。
で
も
漸
く
の
こ
と
、
中
法
文
化

出
版
委
員
会
の
厚
意
に
よ
り
中
国
最
大
の
書
店
で
あ
る
上
海
の
商
務

印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
る
と
き
ま
っ
た
時
の
私
の
喜
び
は
言
葉
で
は

云
い
尽
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
書
は
一
九
三
六
年
十
一
月
に
初
版
が
出
ま

し
た
。
私
は
こ
の
書
に
よ
っ
て
日
本
の
学
界
に
第
一
歩
を
乗
り
出
し

た
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
書
を
仲
介
と
し
て
中
国
そ
の
他
の
学
者

の
知
己
を
得
ま
し
た
。

と
あ
り
、
出
版
社
探
し
は
難
航
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
過
程
を
示
す
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。
郭
沫
若
か
ら
葉
霊
鳳
（
一
九
〇
五
―
一
九
七
五
）
に

宛
て
た
、
一
九
三
五
年
九
月
二
十
日
付
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

私
は
い
ま
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』（
日
本
の
林
謙
三
著
）
約
八
万

字
を
訳
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
学
術
的
な
研
究
で
あ
る
た
め
、
原

稿
料
を
抑
え
て
販
売
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
（
原
稿
用
紙
で
計
算
し

て
、
一
枚
六
百
字
、
四
元
、
こ
れ
が
最
低
限
の
金
額
で
す
）、
印
刷

紙
に
は
こ
だ
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
張
静
廬
が
も
し
印
刷
を
引
き

受
け
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
に
三
、
四
百
元
を
送
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
原
稿
を
お
渡
し
し
ま
す
。
残
金
は
、
毎
月
一
百
元
、
支
払

が
済
む
ま
で
で
す
。
ど
う
か
張
静
廬
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
も
し
そ

の
気
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
言
お
返
事
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
出
版

社
を
探
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
の
で（

（（
（

。

郭
沫
若
は
、
当
初
、
現
代
書
局
か
ら
の
出
版
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
張

静
廬
（
一
八
九
八
―
一
九
六
八
）
は
、
当
時
、
現
代
書
局
の
経
営
者
だ
っ

た
人
物
で
あ
り
、
郭
沫
若
は
、
現
代
書
局
か
ら
、
例
え
ば
、
一
九
二
九
年

に
は
『
中
国
古
代
社
会
研
究
』、
一
九
三
二
年
に
は
『
創
造
十
年
』
を
出

版
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
時
、
現
代
書
局
と
の
連
絡
は
葉
霊
鳳
を
通
じ

て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
交
渉
は
失
敗
に
終
わ
り
、
続
い
て
『
燕
京
学
報
』
で
の
発
表
の
可

能
性
を
考
え
た
ら
し
い
。
燕
京
大
学
の
古
文
字
学
の
教
授
で
、『
燕
京
学

報
』
の
主
編
で
あ
る
容
庚
（
一
八
九
四
―
一
九
八
三
）
に
宛
て
た
、
一
九

三
五
年
十
一
月
十
五
日
付
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
こ
に
申
し
上
げ
ま
す
に
、
私
に
は
日
本
の
友
人
林
謙
三
氏
が
お
り

ま
す
。
彼
は
日
本
の
帝
展
の
彫
刻
家
で
、
中
国
古
代
音
楽
を
一
心
に

研
究
し
十
余
年
に
な
り
ま
す
。
英
・
仏
・
イ
ン
ド
の
諸
国
の
文
章
に

通
じ
、
著
作
に
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
一
文
が
あ
り
ま
す
が
、
中

国
外
国
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
一
つ
一
つ
に
検
討
を
加
え
、
新
し
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い
説
を
打
ち
立
て
、
極
め
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。
彼
は
『
燕
京

学
報
』
で
の
発
表
を
願
っ
て
お
り
ま
し
て
、
私
が
す
で
に
中
国
語
に

訳
し
て
あ
り
、
約
五
、
六
万
字
で
す
。『
学
報
』
に
掲
載
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
原
稿
料
は
旧
例
の
と
お
り
で
構
い
ま
せ

ん
。
林
氏
は
、
中
国
語
で
の
発
表
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
発
表
す
る

際
に
は
、
是
非
と
も
私
の
訳
者
名
は
用
い
ず
に
、
林
氏
の
著
者
名
だ

け
を
用
い
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
結
構
で
す
。
国
外
の
学
者
の
寄
稿

に
先
例
を
開
く
こ
と
に
も
な
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
お
返
事
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す（

（（
（

。

郭
沫
若
は
、
上
述
の
『
甲
骨
文
字
研
究
』
の
初
稿
を
書
き
上
げ
た
と
き
、

そ
れ
ま
で
面
識
の
な
か
っ
た
容
庚
に
手
紙
を
書
い
て
教
え
を
乞
う
た
こ
と

が
あ
り（

（（
（

、
そ
れ
以
来
幾
度
と
な
く
文
通
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
も
そ
の
う

ち
の
一
通
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
沫
若
は
一
九
三
一
年
に
は
『
燕
京
学
報
』

第
九
期
に
二
篇
の
論
文
「
臣
辰
盉
銘
考
釈
」
と
「
湯
盤
孔
鼎
之
揚
榷
」

を
、
郭
鼎
堂
（「
鼎
堂
」
は
字
）
の
名
で
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

経
験
も
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
論
文
と
し
て
で
は
な

く
、
著
書
と
し
て
の
出
版
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
一

九
三
三
年
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド･

燕
京
研
究
所
で
は
、
一
定
の
分
量
を
備

え
た
論
考
を
「
燕
京
学
報
専
号
」
と
題
す
る
叢
書
と
し
て
刊
行
し
始
め
て

お
り
、
唐
代
の
音
楽
文
化
に
関
連
す
る
も
の
で
言
え
ば
、
例
え
ば
、
向
達

『
唐
代
長
安
与
西
域
文
明
』
も
、
一
九
三
三
年
に
こ
の
叢
書
の
第
二
冊
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

結
局
、『
燕
京
学
報
』
で
の
掲
載
も
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
後
、
中
法
文

化
出
版
委
員
会
に
連
絡
を
と
り
、
商
務
印
書
館
か
ら
の
出
版
が
決
ま
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
は
、
こ
の
中
法
文
化
出
版

委
員
会
の
編
輯
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
、
中
法
文
化
出
版
委
員
会
の
主
任
を
務
め
て
い
た
の
は
、
沈

尹
黙
（
一
八
八
三
―
一
九
七
一
）
で
あ
る
。
郭
沫
若
は
、
日
本
留
学
中
の

一
九
二
一
年
、
北
京
大
学
教
授
と
し
て
在
外
研
修
の
た
め
京
都
に
滞
在
し

て
い
た
沈
尹
黙
に
初
め
て
出
会
い（

（（
（

、
ま
た
、
一
九
三
六
年
頃
か
ら
日
本
脱

出
ま
で
の
間
、
彼
か
ら
経
済
的
援
助
を
受
け
、
脱
出
後
、
ま
ず
向
か
っ
た

の
が
上
海
の
沈
尹
黙
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

ま
た
、
沈
尹
黙
は
、
当
時
、
孔
徳
図
書
館
館
長
も
兼
任
し
て
お
り
、
郭

沫
若
は
、
一
九
三
九
年
に
、『
石
鼓
文
研
究
』
を
、
中
法
文
化
出
版
委
員

会
の
編
輯
、
孔
徳
研
究
所
叢
刊
の
一
つ
と
し
て
、
長
沙
の
商
務
印
書
館
か

ら
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
経
緯
が
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
出

版
の
背
景
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

郭
沫
若
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
の

夏
、
林
謙
三
に
石
鼓
文
の
拓
本
の
撮
影
を
依
頼
し
た
が
、
郭
沫
若
は
、
す
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ぐ
に
そ
れ
ら
の
写
真
に
基
づ
い
て
旧
版
『
石
鼓
文
研
究
』（
文
求
堂
書
店
、

一
九
三
三
年
）
を
修
訂
し
、
そ
の
夏
の
う
ち
に
、
そ
の
原
稿
を
上
海
の
沈

尹
黙
に
送
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
金
祖
同
が
郭
沫
若
に
、
原
稿
を
送
付

し
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、
郭
沫
若
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

「
そ
の
理
由
は
だ
ね
、
孔
徳
研
究
所
か
ら
毎
月
百
円
送
っ
て
く
る
の

に
、
ぼ
く
は
長
い
こ
と
原
稿
を
送
っ
て
い
な
い
。
自
分
と
し
て
、
ど

う
も
あ
い
す
ま
な
い
。
そ
れ
に
ま
た
、
自
費
出
版
も
い
い
と
は
決

ま
っ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
れ
で
…
…
」（

（（
（
　

郭
沫
若
は
沈
尹
黙
か
ら
の
経
済
的
支
援
に
対
し
て
、
原
稿
と
い
う
形
で
応

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
石
鼓
文
研
究
』
の
原
稿
を
送
る
数
か
月
前
、

一
九
三
六
年
五
月
に
は
、
郭
沫
若
の
『
先
秦
天
道
観
之
進
展
』
が
、
上
海

の
商
務
印
書
館
か
ら
中
法
文
化
出
版
委
員
会
編
輯
と
し
て
、
郭
鼎
堂
の
名

で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
約
半
年
後
に
は
、
同
じ
く
中
法
文

化
出
版
委
員
会
の
編
輯
と
し
て
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
が
出
版
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
一
九
三
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
隋
唐

燕
楽
調
研
究
』
の
初
版
本
に
は
、
容
庚
へ
の
手
紙
に
お
い
て
郭
沫
若
が
提

案
し
た
と
お
り
、
訳
者
名
が
表
紙
に
も
奥
付
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

郭
・
林
両
氏
の
序
に
お
い
て
、
郭
沫
若
が
訳
者
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る

の
み
で
あ
る（

（（
（

。
一
九
五
五
年
の
再
版
の
折
に
、
は
じ
め
て
表
紙
・
奥
付
に

「
郭
沫
若
訳
」
と
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
二
つ
の
郭
沫
若
像

　

林
謙
三
は
、
出
版
を
目
前
に
控
え
た
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
、
郭

氏
四
十
三
歳
、
林
氏
三
十
七
歳
）
の
夏
、
郭
氏
に
謝
意
と
敬
意
を
表
す
た

め
、
彫
像
二
体
を
制
作
し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
郭
沫
若
を
幾
度
も

ア
ト
リ
エ
に
招
い
て
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

　

冒
頭
に
掲
載
し
た
写
真
は
そ
れ
ら
二
体
と
の
記
念
撮
影
で
あ
る
。
こ
の

写
真
は
長
屋
糺
氏
所
蔵（

（（
（

で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
も
の
が
、
中
国
の
雑
誌

『
宇
宙
風
』（
一
九
三
六
年
、
第
二
十
八
期
）
の
巻
頭
に
「
郭
沫
若
先
生
近

影
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
そ
の
裏
面
に
郭
沫
若
の
次
の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
る
。写

真
に
は
孤
独
の
も
の
は
い
な
い
。
こ
の
写
真
は
、
日
本
の
友
人
林

謙
三
氏
が
私
の
た
め
に
制
作
し
た
胸
像
で
、
彼
の
ア
ト
リ
エ
で
撮
影

し
た
も
の
で
あ
る
。
右
側
は
林
氏
、
私
は
と
言
え
ば
、「
影
に
対
し

て
三
人
を
成
」
し
て
い
る
。
林
氏
は
彫
刻
の
ほ
か
音
楽
を
得
意
と

し
、
と
り
わ
け
我
が
国
の
音
楽
史
に
造
詣
が
深
く
、『
隋
唐
燕
楽
調
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研
究
』
の
著
作
が
あ
り
、
原
稿
は
す
で
に
私
が
中
国
語
に
翻
訳
し
て

あ
り
、
近
日
中
に
出
版
さ
れ
る
。　

一
九
三
六
年
十
月
十
三
日　

郭

沫
若（

（（
（

写
真
の
内
容
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、『
宇
宙
風
』
の
読
者
に
、
近
刊
書

で
あ
る
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
を
知
ら
し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
「
影
に
対
し
て
三
人
を
成
す
」
と
は
、
李
白
の
有
名
な
「
月
下
独
酌
」

の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
郭
沫
若
と
彫
像
二

体
、
あ
わ
せ
て
三
人
と
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

写
真
中
央
の
腕
組
み
を
し
た
姿
の
彫
像
は
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）

十
一
月
に
「
鼎
堂
先
生
」
と
し
て
文
展
招
待
展
に
出
展
さ
れ
た
が（

（（
（

、
そ
の

後
、
空
爆
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

　

写
真
の
最
も
左
側
に
あ
る
一
体
は
、
中
国
語
訳
に
対
す
る
感
謝
の
し
る

し
と
し
て
、
鋳
造
し
て
郭
沫
若
に
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

こ
の
彫
像
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
、
郭
沫
若
の
次
男
、
郭
博

氏
（
一
九
二
〇
―
二
〇
一
〇
）
を
通
じ
て
、
中
日
文
化
研
究
所
に
寄
贈
さ

れ
た（

（（
（

。
郭
一
家
は
次
々
と
中
国
へ
渡
っ
て
い
っ
た
が
、
最
後
に
な
っ
た
博

氏
の
帰
国
を
機
に
、
郭
沫
若
在
日
中
の
蔵
書
と
と
も
に
、
寄
贈
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
、
財
団
法
人

ア
ジ
ア
文
化
図
書
館
、
沫
若
文
庫
（
現
公
益
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
文
化
財
団
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館
、
郭
沫
若
文
庫
。
三
鷹
市
）

が
設
立
さ
れ
る
と
、
蔵
書
と
と
も
に
こ
の
胸
像
も
そ
こ
に
移
管
さ
れ
、
現

在
も
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
彫
像
に
は
、
郭
沫
若
の
揮
毫
に
よ
る
四
言
四
句
の
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

巧
は
天
工
に
薄せ
ま

り
、
我
を
化
し
て
銅
と
為
す
。
影
は
未
だ
嘗
て
動

か
ず
、
時
空
を
瞑
絶
す
。
林
謙
三
兄
、
余
の
為
に
此
の
肖
像
を
作

る
。
時
に
四
十
五
歳
。
沫
若
。（
巧
薄󠄁
天
工
、
化󠄁
我
爲
銅
、
影
未
嘗

動
、
瞑
絕
時
空
。
林
謙󠄁
三
兄
爲
余
作
此
肖󠄁
像
、
時
年
四
十
五
歲
。
沫

若
。（

（（
（

）

「
巧
は
天
工
に
薄
る
」
は
、
所
謂
「
巧
は
天
工
を
奪
ふ
（
巧
奪
天
工（

（（
（

）」
に

擬
え
た
表
現
で
あ
り
、「
影
は
未
だ
嘗
て
動
か
ず
」
は
、『
荘
子
』「
天
下

篇
」
の
「
飛
鳥
の
景か
げ

は
、
未
だ
嘗
て
動
か
ざ
る
な
り
（
飛
鳥
之
景
未
嘗
動

也
）」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
天
の
仕
業
か
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
で
、

自
身
の
姿
が
彫
像
と
し
て
時
空
を
超
え
て
永
遠
に
残
る
で
あ
ろ
う
、
と
林

謙
三
の
技
巧
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
郭
沫
若
が
「
影
に

対
し
て
三
人
を
成
す
」
と
戯
れ
た
の
は
、
こ
の
銘
に
お
い
て
彫
像
を

「
影
」
と
表
現
し
た
こ
と
と
も
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。



林謙三と郭沫若— 345 —

（
五
）
突
然
の
別
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
後

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
二
人
は
、
約
十
年
の
歳
月
の
中
で
親
交

を
深
め
て
き
た
が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
、
盧
溝
橋
事

件
が
勃
発
し
、
突
然
の
別
れ
が
訪
れ
た
。
随
筆
「
郭
沫
若
」
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
交
遊
十
年
、
そ
の
人
と
な
り
の
誠
実
さ
と
人
情
味
の
豊

か
さ
に
い
よ
い
よ
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
行
っ
た
矢
先
、
郭
氏
は
忽
然
眼

界
か
ら
去
っ
た
。
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
の
華
北
事
変
は
郭
氏
の
亡

命
生
活
を
急
速
に
打
ち
切
ら
せ
た
。
そ
の
月
二
十
五
日
の
朝
、
私
は

虫
が
知
ら
せ
る
わ
け
で
も
な
く
郭
氏
を
訪
ね
た
。
が
郭
氏
は
そ
の
日

の
明
方
に
家
を
出
奔
し
た
の
で
あ
る
。
僅
か
数
時
間
の
行
き
違
い
！　

思
い
当
る
の
は
数
日
前
訪
ね
た
時
、
顔
見
知
り
の
中
国
青
年
達
の
い

た
こ
と
で
、
折
り
が
折
り
と
て
夫
人
は
私
が
事
件
を
予
知
し
て
の
来

訪
と
一
時
は
疑
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
私
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た

の
だ
が
。

郭
沫
若
が
出
奔
し
た
直
後
、
林
謙
三
は
郭
氏
宅
を
訪
れ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
偶
然
の
出
会
い
か
ら
十
年
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
を
出
版
し
て
間

も
な
く
の
、
数
時
間
の
行
き
違
い
に
よ
る
別
れ
、
林
謙
三
は
、「
郭
沫
若

さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」（
三
一
頁
）
で
「
始
め
か
ら
終
わ
り

ま
で
全
く
不
思
議
な
縁
で
あ
り
ま
し
た
」
と
感
慨
を
も
っ
て
振
り
返
る
。

　

こ
こ
に
見
え
る
「
顔
見
知
り
の
中
国
青
年
達
」
と
は
、
石
鼓
文
の
撮
影

で
同
席
し
、
郭
沫
若
と
一
緒
に
脱
出
し
た
、
殷
塵
を
は
じ
め
、『
郭
沫
若

帰
国
秘
記
』
に
登
場
す
る
面
々
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
今
後
幾
年
か
の
苦
難
の
道
を
辿
る
べ
き
夫
人
ら
の
身
の
上
に

思
い
を
や
り
、
せ
め
て
も
の
慰
め
に
な
ろ
う
か
と
、
手
許
に
あ
っ
た

郭
氏
の
い
ろ
い
ろ
の
写
真
を
一
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
て
贈
っ
た

り
、
ま
た
郭
氏
の
日
本
脱
出
記
を
載
せ
た
中
国
雑
誌
が
見
つ
か
る
や

早
速
こ
れ
を
届
け
た
り
し
た
。

事
実
、
残
さ
れ
た
家
族
に
は
、
戦
中
、
敵
国
要
人
の
妻
子
と
し
て
受
難
の

日
々
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

「
日
本
脱
出
記
」
と
は
、『
宇
宙
風
』（
一
九
三
七
年
八
月
、
第
四
十
七

期
。
未
見
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
由
日
本
回
来
了
」（

（（
（

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
、
郭
沫
若
が
家
族
を
日
本
に
置
き
去
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
苦
悶

が
描
か
れ
て
い
る
。
本
篇
は
す
ぐ
に
山
上
正
義
（
一
八
九
六
―
一
九
三

八
）
に
よ
っ
て
「
日
本
を
去
る
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
日
本
語
に
翻
訳
さ



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 346 —

れ
、『
改
造
』
上
海
戦
勝
記
念
臨
時
増
刊
号
（
一
九
三
七
年
十
一
月
、
第

十
九
巻
第
十
三
号
、
二
九
六
―
三
〇
四
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た（

（（
（

。
佐
藤
を
と

み
は
、
ま
も
な
く
、
こ
の
日
本
語
訳
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い

な
い
。

　

家
族
と
の
交
渉
は
な
お
続
い
た
が
、
戦
争
は
私
の
も
つ
郭
氏
の
思

い
出
の
品
々
を
一
挙
に
奪
い
去
っ
た
。
書
翰
、
墨
蹟
、
訳
稿
、
写

真
、
手
沢
本
等
々
。
焼
あ
と
の
灰
を
か
き
わ
け
て
発
見
し
た
の
は
五

寸
角
の
方
硯
一
枚
の
み
。
こ
の
硯
こ
そ
郭
氏
の
毛
筆
に
よ
る
原
稿
や

書
類
の
た
め
の
墨
が
磨
ら
れ
た
も
の
で
、
夫
人
か
ら
形
身
と
し
て
頂

戴
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
四
月
十
三
日
（
林
氏
四
十
五
歳
）
に
空
襲
に
遭
い
、
十
四
日
未
明

に
は
家
と
と
も
に
楽
器
や
図
書
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
た
と
い
う（

（（
（

。
こ

の
と
き
郭
沫
若
と
の
思
い
出
の
品
々
も
、
硯
を
除
い
て
は
灰
燼
に
帰
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
訳
稿
」
と
は
郭
沫
若
に
よ
る

『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
中
国
語
訳
の
原
稿
で
あ
り
、
恐
ら
く
日
本
語
の

原
稿
も
こ
の
と
き
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
隋
唐
燕
楽
調

研
究
』
は
、
筆
者
林
謙
三
が
日
本
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
語

版
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
災
に
よ
っ
て
日
本
語
原
稿
が
失
わ
れ
た

こ
と
が
、
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

終
戦
後
、
帝
都
を
離
れ
た
私
が
逢
え
た
の
は
京
都
に
遊
学
中
の
長

女
淑
君
だ
け
で
あ
る
。
郭
一
家
は
次
々
中
国
に
渡
り
、
郭
氏
の
遺
し

た
文
献
千
五
百
点
は
一
括
し
て
沫
若
文
庫
を
建
て
て
保
管
さ
れ
る
と

の
話
だ
が
、
あ
の
思
い
出
深
い
市
川
の
家
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

林
謙
三
は
戦
後
、
奈
良
に
移
り
住
む
。
関
西
で
出
会
え
た
長
女
淑
君
と

は
、
前
述
の
淑
子
、
郭
淑
瑀
氏
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九

月
に
東
京
女
子
大
学
数
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

か
ら
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
中
国
へ
渡
る
ま
で
、
京
都
大
学
工

学
部
で
建
築
を
学
ん
で
い
た
と
い
う（

（（
（

。
な
お
、
淑
瑀
氏
の
ご
息
女
は
、
国

士
舘
大
学
教
授
の
藤
田
梨
那
氏
で
、
現
在
、
国
際
郭
沫
若
学
会
会
長
・
日

本
郭
沫
若
研
究
会
の
副
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。
沫
若
文
庫
は
、
前
述

の
と
お
り
、
現
在
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館
、
郭
沫
若
文
庫
と
し
て

公
開
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
県
市
川
市
須
和
田
六
所
神
社
付
近
に
あ
っ
た
郭

沫
若
の
旧
宅
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
九
月
に
真
間
五
丁
目
公
園

に
移
築
・
復
元
さ
れ
、
現
在
、
市
川
市
郭
沫
若
記
念
館
と
し
て
一
般
に
公
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開
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

私
は
今
年
に
な
っ
て
郭
氏
の
夢
を
二
度
も
見
て
い
る
。
兄
事
し
た

頃
の
昔
な
が
ら
の
温
雅
な
郭
氏
に
な
ら
も
う
一
度
逢
い
た
い
も
の
だ

と
今
も
切
に
思
い
続
け
て
い
る
の
だ
が
。

　

郭
沫
若
の
帰
国
以
来
、
こ
の
随
筆
が
書
か
れ
た
昭
和
三
十
年
（
一
九
五

五
）
当
時
ま
で
、
林
謙
三
は
再
会
を
願
い
な
が
ら
も
、
そ
の
機
会
に
は
恵

ま
れ
な
か
っ
た
。

　
「
昔
な
が
ら
の
温
雅
な
郭
氏
に
な
ら
」
と
あ
る
の
は
、
世
事
に
疎
い
と

さ
れ
る
林
謙
三
も
、
激
動
の
中
国
で
生
き
る
郭
沫
若
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
等
を
通
じ
て
様
々
見
聞
き
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ

く
昭
和
三
十
年
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐

燕
楽
調
研
究
』」（
三
一
頁
）
に
、

そ
れ
以
後
や
が
て
十
八
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
郭
さ
ん

か
ら
受
け
た
大
き
な
恩
を
終
世
忘
れ
ら
れ
る
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

つ
も
な
つ
か
し
い
思
い
を
胸
に
た
た
ん
で
、
長
年
月
に
わ
た
る
中
国

音
楽
に
関
す
る
私
の
研
究
が
立
派
に
ま
と
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
を
郭
さ

ん
に
さ
さ
げ
た
い
と
、
ひ
そ
か
に
思
っ
て
今
日
ま
で
静
か
に
過
ご
し

て
来
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
あ
り
、
郭
沫
若
の
こ
と
を
思
い
つ
つ
、
中
国
音
楽
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
十
八
年
の
間
、
戦
中
戦
後
と
苦
労
を
重
ね

な
が
ら
、
研
究
範
囲
を
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
古
楽
譜
や
正
倉
院
楽

器
に
ま
で
広
げ
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
朝
日
文
化
賞
を
受
賞

し
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
、
五
十
二
歳
）
に
は
、
奈
良
学
芸
大
学

に
就
職
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
随
筆
「
郭
沫
若
」
や
「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕

楽
調
研
究
』」
が
世
に
出
て
か
ら
約
八
か
月
後
の
昭
和
三
十
年
（
一
九
五

五
）
十
二
月
十
三
日（

（（
（

（
郭
氏
六
十
三
歳
、
林
氏
五
十
六
歳
）、
つ
い
に
中

国
科
学
院
訪
日
学
術
視
察
団
の
団
長
と
し
て
来
日
中
の
郭
沫
若
と
再
会
を

果
た
す
。
郭
沫
若
は
、
建
国
以
来
、
中
国
科
学
院
院
長
の
座
に
就
い
て
い

た
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
、
林
氏
七
十
四
歳
）
に
書
か
れ
た
「
随

想
」（

（（
（

に
、
そ
の
時
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
後
、
昭
和
三
十
年
、
郭
さ
ん
を
団
長
と
す
る
訪
日
学
術
視
察
団

が
見
え
た
時
、
私
は
天
理
の
真
柱
邸
と
奈
良
の
東
大
寺
本
坊
で
十
八

年
振
り
に
、
こ
の
人
に
逢
っ
て
い
る
。
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こ
の
時
、
妻
長
屋
サ
ト
と
同
伴
で
再
会
し
た
と
聞
く（

（（
（

。
し
か
し
、
林
謙
三

は
そ
の
当
時
の
郭
沫
若
に
つ
い
て
多
く
は
語
ら
な
い
。

　

一
方
、
再
会
後
、
郭
沫
若
が
林
謙
三
に
言
及
し
た
も
の
も
、
ほ
と
ん
ど

見
出
せ
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
一
九
四
二
年
に
史
劇
「
筑
」
が
書
か
れ

る
が
、
再
会
後
の
一
九
五
六
年
に
「
高
漸
離
」
と
改
題
し
大
幅
に
改
訂
さ

れ
、
そ
の
と
き
に
、
解
説
中
に
見
ら
れ
た
林
謙
三
の
名
も
削
除
さ
れ
る
。

唯
一
、
音
楽
学
者
丘
瓊
蓀
（
一
八
九
五
―
一
九
六
五
。『
燕
楽
探
微
』
の

著
者
）
に
宛
て
た
、
一
九
六
三
年
十
月
二
十
八
日
付
の
郭
沫
若
の
返
信
に

『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は

「
林
書
に
つ
い
て
は
手
元
に
な
く
、（
燕
楽
調
に
つ
い
て
は
）
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た（

（（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
再
会
後
、

二
人
が
直
接
や
り
と
り
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
定
か
で
は
な
い
。

　

郭
沫
若
に
と
っ
て
、
林
謙
三
は
過
去
の
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
激
流
の
ご
と
き
中
国
の
現
代
史
と
、
郭
沫
若
の
生
き
様
を
思
い

お
こ
せ
ば
、
様
々
な
憶
測
も
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く

問
わ
な
い
。

　

時
は
流
れ
、
日
中
国
交
回
復
の
翌
年
に
あ
た
る
昭
和
四
十
八
年
（
一
九

七
三
、
七
十
三
歳
）、
林
謙
三
は
、
中
国
科
学
院
の
外
事
局
を
通
じ
て
、

郭
沫
若
と
連
絡
を
取
る
。
日
本
語
に
よ
る
増
補
改
訂
版
『
東
ア
ジ
ア
楽
器

考
』（
東
京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
）
の
出
版
に
あ
た
っ
て
、『
敦
煌
壁
画
集
』（

（（
（

か

ら
図
版
を
転
載
す
る
た
め
で
あ
る（

（（
（

。

　

今
、『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
の
表
紙
を
め
く
る
と
、
色
鮮
や
か
な
敦
煌

壁
画
の
カ
ラ
ー
図
版
が
ま
ず
目
に
入
る
。
そ
の
壁
画
の
図
版
三
点
目
の
上

部
に
添
え
書
き
が
あ
る
。

「
敦
煌
壁
画
集
」
の
三
葉
は
、
中
国
科
学
院
院
長
・
郭
沫
若
先
生
の

御
厚
意
に
よ
り
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

林
謙
三
が
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
の
自
序
で
「
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る

古
今
い
ろ
い
ろ
の
楽
器
に
興
味
を
お
ぼ
え
、
そ
の
起
源
、
沿
革
、
図
像
、

音
律
等
々
を
調
べ
て
み
た
く
な
り
、
東
洋
文
庫
通
い
を
は
じ
め
た
の
が
昭

和
の
は
じ
め
頃
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
楽
器
へ
の
興
味
が
彼
の
音
楽

研
究
の
原
点
で
あ
り
、
晩
年
、
こ
れ
ま
で
の
楽
器
に
関
す
る
研
究
を
集
大

成
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
象
徴
と
し
て
、
古
代
東
西
交
渉
の
要
衝
で
あ
っ

た
敦
煌
の
、
し
か
も
本
書
に
登
場
す
る
様
々
な
楽
器
が
一
同
に
会
し
て
描

か
れ
る
壁
画
に
よ
っ
て
、
そ
の
巻
頭
を
飾
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
郭

沫
若
に
連
絡
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
根
底
に
は
、
前
述

の
「
中
国
音
楽
に
関
す
る
私
の
研
究
が
立
派
に
ま
と
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
を

郭
さ
ん
に
さ
さ
げ
た
い（

（（
（

」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
林
謙
三
に
は
未
刊
行
の
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著
書
や
未
発
表
の
訳
譜
が
複
数
あ
り
、
晩
年
も
研
究
意
欲
は
尽
き
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
こ
れ
が
最
後
の
著
書
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

林
謙
三
に
と
っ
て
は
、
最
晩
年
ま
で
、
若
き
日
の
「
郭
さ
ん
」
は
特
別

な
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
、
林
氏
七
十

六
歳
）、
奈
良
県
立
美
術
館
に
お
い
て
、「
近
代
奈
良
の
彫
刻
」
展
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
と
き
、
郭
沫
若
像
も
陳
列
さ
れ
た
。
当
時
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
文
化
財
団
の
所
蔵
に
な
っ
て
以
来
、
は
じ
め
て
の
一
般
公
開
で
あ
っ

た
と
い
う
。
奈
良
学
芸
大
学
の
同
僚
で
あ
っ
た
牧
野
英
三
氏
（
一
九
二
〇

―
二
〇
〇
三
）
は
、
展
覧
会
を
見
学
し
た
そ
の
足
で
、
林
謙
三
の
自
宅
へ

そ
の
感
動
を
伝
え
に
行
っ
た
と
言
い
、
そ
の
と
き
の
林
謙
三
の
様
子
を
次

の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　

さ
て
展
覧
会
の
初
日
、
こ
の
像
を
見
た
が
感
動
の
余
り
そ
の
足
で

先
生
宅
に
伺
っ
た
。
先
生
は
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
く
、
数

十
年
振
り
の
像
と
の
ご
対
面
、
懐
か
し
さ
も
加
っ
て
か
も
ど
か
し
げ

な
ご
様
子
で
し
た
が
、
今
度
の
像
は
二
つ
作
っ
た
中
の
一
つ
で
（
内

一
つ
は
空
襲
で
焼
失
）
そ
の
行
方
す
ら
定
か
で
な
か
っ
た
こ
と
、
ア

ト
リ
エ
の
中
で
出
来
た
ば
か
り
の
二
つ
の
像
を
前
に
す
る
往
年
の
若

き
お
２
人
の
珍
し
い
お
写
真
ま
で
見
せ
て
戴
き
、
終
始
敬
愛
の
情
を

込
め
て
氏
を
「
郭
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
先
生
の
尽
き
る
こ
と
の
知
ら

な
い
お
話
は
未
だ
に
強
烈
な
印
象
と
な
っ
て
脳
裡
に
蘇
っ
て
く
る
。

こ
の
後
、
林
謙
三
は
美
術
館
へ
足
を
運
ん
だ
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
郭

沫
若
の
胸
像
と
再
会
し
た
翌
年
、
林
謙
三
は
七
十
七
歳
で
、
そ
の
生
涯
を

閉
じ
た
の
で
あ
る
。

改
め
た
い
個
所
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
私
の
第
一
番
目
の
野

心
作
で
あ
り
、
郭
さ
ん
の
助
力
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
記
念
す
べ
き
な
つ
か
し
い
著
述
で
あ

り
ま
す
。
郭
さ
ん
に
し
て
は
こ
ん
な
訳
な
ど
一
生
の
仕
事
の
う
ち
に

入
ら
な
い
か
も
知
り
ま
せ
ん
が
―
―（（（
（

。

四
、
む
す
び

　

冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
林
謙
三
は
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
に
よ
っ

て
、
本
格
的
に
音
楽
学
の
研
究
に
踏
み
出
し
た
。
現
在
、
我
々
が
知
る
林

謙
三
の
業
績
の
数
々
は
、
こ
の
著
書
の
出
版
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
こ
の
著
作
は
、
林
謙
三
と

郭
沫
若
と
の
十
年
間
の
交
流
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
も
、
偶
然
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の
出
会
い
と
突
然
の
別
れ
と
い
う
、「
不
思
議
な
縁
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
情
緒
的
な
物
言
い
に
な
る
が
、
林
謙
三
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
一

種
の
運
命
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
郭
沫
若
の
亡
命
期
に
お
け
る
二

人
の
関
係
は
、
政
治
を
超
越
し
た
、
学
術
的
で
、
そ
し
て
、
と
き
に
は
家

族
ぐ
る
み
の
、
い
わ
ば
純
粋
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
た

と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
え
っ
て
、
林
謙
三
が
、
郭
沫
若
に
と
っ

て
、
経
済
的
援
助
も
、
社
会
的
な
便
宜
も
齎
す
こ
と
の
な
い
、
一
介
の
学

究
の
徒
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
中
で
生
み
出
さ
れ
た
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
郭
沫
若
像
は
、
そ
の

よ
う
な
二
人
の
、
学
問
と
芸
術
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
友
情
の
結
晶
で
あ
っ

た
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
近
年
、『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
の
日
本
語
訳
の
作
成（

（（
（

、
そ
し

て
、
林
謙
三
旧
蔵
書
の
調
査
・
整
理
に
携
わ
っ
て
お
り（

（（
（

、
そ
の
過
程
で
知

り
得
た
い
く
つ
か
の
資
料
を
端
緒
と
し
て
、
二
人
の
関
係
を
辿
っ
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
、
東
洋
音
楽
学
に
お
い
て
は
、
名
著
『
隋
唐
燕
楽

調
研
究
』
誕
生
の
経
緯
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
中
国

文
学
に
対
し
て
は
、
郭
沫
若
の
日
本
亡
命
期
に
お
け
る
一
側
面
を
知
る
一

助
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
近
現
代
史
、
中
国
近
現
代
文
学
、
そ
し
て
郭
沫
若
研
究
に
つ

い
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
、
認
識
に
誤
り
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
に
諸
賢
の
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

［
付
記
］

　

本
稿
は 

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
隋

唐
燕
楽
歌
辞
の
文
学
的
・
音
楽
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
双
方
向
的
研

究
」（
研
究
代
表
者
：
長
谷
部
剛
〔
関
西
大
学
〕、
研
究
期
間
：
二
〇
一
五

―
二
〇
一
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［
謝
辞
］

　

写
真
の
掲
載
・
資
料
の
閲
覧
な
ど
を
快
く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
屋

糺
様
、
資
料
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
複
写

担
当
佐
藤
明
俊
様
、
並
び
に
公
益
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財

団
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館
佐
藤
万
矢
子
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

注（１
）	

写
真
は
長
屋
糺
氏
（
林
謙
三
ご
子
息
）
蔵
。
写
真
が
保
存
さ
れ
て
い
た
封
筒
に

「
一
九
三
六
昭
十
一
年
夏
写　

滝
野
川
の
ア
ト
リ
エ
に
て
郭
沫
若
と
共
に
」
と
あ

る
。
林
謙
三
は
、
東
京
市
滝
野
川
区
西
ケ
原
（
現
在
の
東
京
都
北
区
西
ケ
原
）
に

居
を
構
え
て
い
た
。
後
出
の
「
西
ケ
原
」
も
同
じ
場
所
を
指
す
。
写
真
の
詳
細
に
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つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
２
）	

燕
楽
と
は
、
燕
（
宴
）
饗
音
楽
の
意
味
で
、
俗
楽
の
一
種
で
あ
り
、
燕
楽
調
は
そ

の
楽
調
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
、
燕
楽
調
の
起
源
・
名
称
・
性
質
に
つ
い
て
、

古
今
東
西
の
文
献
や
楽
曲
・
楽
器
等
の
分
析
を
通
じ
て
、
実
証
的
に
解
明
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
楽
調
は
、
イ
ン
ド
に
起
源
し
、
中
国
六
朝
時
代
の
末
期
頃
か
ら

亀
茲
を
通
じ
て
伝
来
、
隋
を
経
て
唐
代
に
完
成
、
そ
の
後
、
後
世
の
俗
楽
に
伝
わ

る
。
ま
た
、
日
本
の
雅
楽
に
も
伝
来
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
今
日
ま
で
伝

存
し
て
い
る
。

（
３
）	

主
に
、
平
野
健
次
・
久
保
田
敏
子
編
「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」（
東
洋

音
楽
学
会
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
二
四
・
二
五
号
、
一
九
六
八
年
、
三
六
―
四
五

頁
）、
同
編
「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
補
遺
」（
同
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第

四
一
・
四
二
号
、
一
九
七
七
年
、
一
三
九
―
一
四
〇
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
４
）	

大
蔵
雄
夫
「
彫
刻
人
層
を
行
く
（
八
）」（『
サ
ウ
ン
ド
』
二
巻
四
号
、
一
九
三
三

年
九
月
、
八
―
九
頁
。
五
十
殿
利
治
監
修
、
齊
藤
祐
子
編
『
美
術
批
評
家
著
作
選

集 

第
十
三
巻 

近
代
日
本
彫
刻
と
批
評
』
四
五
八
―
四
五
九
頁
〔
二
〇
一
二
年
、

ゆ
ま
に
書
房
〕
所
収
）
に
よ
る
。

（
５
）	

東
洋
音
楽
の
研
究
を
始
め
た
動
機
に
つ
い
て
、『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
東
京
：
カ

ワ
イ
楽
譜
、
一
九
七
三
年
）
の
自
序
で
「
漢
文
学
に
魅
せ
ら
れ
た
中
学
時
代
、
詩

文
に
描
か
れ
た
匈
奴
の
奏
す
る
胡
笳
の
哀
切
な
響
き
を
忘
れ
え
な
か
っ
た
。
胡
笳

と
は
ど
ん
な
楽
器
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
正
体
が
知
り
た
か
っ
た
。
こ
ん

な
こ
と
も
一
面
動
機
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
古
今
い
ろ
い
ろ
の
楽
器

に
興
味
を
お
ぼ
え
、
そ
の
起
源
、
沿
革
、
図
像
、
音
律
等
々
を
調
べ
て
み
た
く
な

り
、
東
洋
文
庫
通
い
を
は
じ
め
た
の
が
昭
和
の
は
じ
め
頃
で
あ
る
。」
と
述
べ
て

い
る
。

（
６
）	

授
賞
理
由
が
『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
版
）
一
九
五
〇
年
一
月
八
日
、
朝
刊
、
第
二

面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
東
京
版
に
も
見
え
る
が
、
大
阪
版
の
方
が
紙
面
を
割

き
、
や
や
詳
し
い
）。

（
７
）	『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
五
年
四
月
号
、
四
二
―
四
三
頁
。

（
８
）	

郭
沫
若
自
伝
「
跨
着
東
海
」
第
二
章
（『
海
濤
』〔
上
海
：
新
文
芸
出
版
社
、
一
九

五
一
年
〕
七
六
―
七
七
頁
）
に
よ
る
。

（
９
）	

た
だ
し
、
郭
沫
若
自
伝
「
我
是
中
国
人
」
第
三
章
（『
海
濤
』
一
一
七
―
一
二
六

頁
）
に
よ
る
と
、
郭
沫
若
が
東
洋
文
庫
に
通
い
始
め
た
の
は
、
こ
の
年
の
八
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
で
あ
り
、
時
期
が
一
致
し
な
い
。

（
10
）	「
我
是
中
国
人
」
第
三
・
四
章
（『
海
濤
』
所
収
）
に
は
、
郭
沫
若
が
東
洋
文
庫
に

通
い
始
め
た
経
緯
や
、
甲
骨
金
石
文
を
研
究
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
11
）	

郭
沫
若
は
、
一
九
〇
八
年
秋
、
十
六
歳
の
時
に
、
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
中
耳
炎

を
併
発
し
、
聴
覚
を
損
傷
し
た
。
郭
沫
若
自
伝
「
我
的
童
年
」
第
三
篇
、
第
五
章

（『
郭
沫
若
全
集 

文
学
編 

十
一
巻
』〔
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
〕

一
三
五
頁
）
に
よ
る
。

（
12
）	 T

ibia

もT
uba

も
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。「
吹
鞭
」
に
つ
い
て
、
林
謙
三
は
『
東
ア

ジ
ア
楽
器
考
』「
胡
笳
に
つ
い
て
」
の
中
で
「
吹
く
鞭
と
は
漢
語
ら
し
く
な
い
。

…
…
吹
鞭
の
語
原
と
し
て
か
つ
て
ラ
テ
ン
語
のtibia

―
ロ
ー
マ
人
愛
好
の
笛
―
を

連
想
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
な
ん
ら
か
の
西
域
語
の
訛
音
を
写
し
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
と
思
う
。」（
五
四
二
頁
）
と
述
べ
る
。
一
方
、「
屠

角
」
に
つ
い
て
は
、

『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』「
篳
篥
の
語
原
に
つ
い
て
」
の
一
節
「『
説
文
』
の
屠
觱
と

篳
（
觱
）
篥
に
つ
い
て
」（
五
四
九
―
五
五
六
頁
）
の
中
で
、「
屠
觱
」
の
原
語
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
説
は
見
え
な
い
。
語
源
を
ラ
テ
ン
語
に

求
め
る
こ
れ
ら
の
説
は
、
後
に
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
13
）	「
中
國
與
希
臘
之
發
生
關
係
，
由
別
項
文󠄁
獻
之
證
明󠄁
，
如
樂
器
之
「
吹
鞭
」
爲

T
ibia

之
對
譯
，「
屠

角
」
爲T

uba

之
對
譯
。
日
友
林
謙󠄁
三
說
。」
郭
沫
若
『
甲

骨
文
字
研
究
』（
上
海
：
大
東
書
局
、
一
九
三
一
年
）
下
冊
「
釈
支
干
」
六
十
八

丁
裏
。
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

（
14
）	「
同
在
庫
中
硏
究
之
林
謙󠄁
三
君
，
於
無
心
之
中
得
成󠄁
益
友
。
林
君
乃
日
本
靑
年
雕

刻
家
，
其
硏
究
之
題
目
爲
漢
時
代
中
西
藝
術󠄁
之
交
涉
，
而
主󠄁
眼
尤
在
音󠄁
樂
。
茶
餘
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飯
後
每
就
所󠄁
得
者
相
與
談
論
，
恆
樂
而
忘󠄁
疲
也
。
余
深
有󠄁
感
於
林
君
之
奮
發
，
無

形
之
中
受
其
鼓
勵
者
不
少
。
今
當
擱
筆
，
余
甚
望󠄂
其
硏
究
之
早
觀
厥
成󠄁
。」
蔡
震

『
郭
沫
若
生
平
文
献
史
料
考
辨
』（
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

二
七
三
頁
に
引
く
。
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

（
15
）	「
他
的󠄁
爲
人
與
求
學
的󠄁
態
度
是
我
所󠄁
感
佩
的󠄁
。
他
爲
人
很
謙󠄁
和
，
而
爲
學
極
專

摯
」。『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』（
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）「
序
」。

（
16
）	

林
謙
三
述
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
原
稿
「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研

究
』」。
原
稿
は
長
屋
糺
氏
所
蔵
。
日
本
郭
沫
若
研
究
会
『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
第

十
四
号
（
総
№
15
、
二
〇
一
五
年
、
二
九
―
三
一
頁
）
所
載
の
翻
刻
よ
り
転
載
。

原
稿
の
別
紙
に
「
昭
和
三
十
一
年
四
月
十
四
日
録
音
。
同
十
一
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放

送
、
十
九
日
中
国
語
放
送
」
と
日
付
が
記
さ
れ
る
が
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
、

「
昭
和
三
十
年
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
所
載
の

翻
刻
は
、
長
谷
部
剛
氏
（
関
西
大
学
）
に
よ
る
解
説
を
附
し
て
い
る
。
併
せ
て
参

照
さ
れ
た
い
。

（
17
）	「
林
氏
於
此
書
之
外
尙
有󠄁
西
域
音󠄁
樂
東
漸
史󠄁
之
大
作
，
屬
稿
已
就
，
尙
待
整
理
。」

『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』「
序
」。

（
18
）	

日
本
語
版
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
及
び
中
国
語
版
『
東
亜
楽
器
考
』
に
は
、
雑
誌

で
の
発
表
を
経
な
い
で
収
録
さ
れ
た
論
考
が
多
数
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
例
え
ば

「
擦
奏
絃
楽
器
の
東
漸
」（
日
本
語
版
三
七
七
―
四
〇
四
頁
）・「
胡
笳
に
つ
い
て
」

（
同
五
三
四
―
五
四
七
頁
）・「
篳
篥
の
語
原
に
つ
い
て
」（
同
五
四
八
―
五
七
一
頁
）

等
、
楽
器
の
起
源
を
西
方
に
求
め
る
論
説
は
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
か
ら
考
察
さ
れ

始
め
、『
西
域
音
楽
東
漸
史
』
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
、
大
蔵
雄
夫
「
彫
刻
人
層
を
行
く
（
八
）」（
一
九
三
三
年
）
に
は
「
あ
ら
ゆ
る

東
洋
古
楽
器
の
文
献
を
探
り
、
中
央
亜
細
亜
か
ら
西
域
、
印
度
に
及
ん
で
研
究

し
、
今
や
そ
の
カ
ー
ド
は
一
万
以
上
を
算
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
一
両
年
後
に

は
「
音
楽
考
古
学
」
を
著
わ
す
と
云
う
」
と
あ
り
、
こ
の
当
時
、『
西
域
音
楽
東

漸
史
』
の
他
に
『
音
楽
考
古
学
』
の
構
想
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
こ
の
時
期
の
こ
れ
ら
の
構

想
が
も
と
に
な
り
、
戦
中
に
冨
山
房
か
ら
『
東
亜
楽
器
考
』
の
出
版
が
計
画
さ
れ

（
昭
和
二
十
年
〔
一
九
四
五
〕
中
絶
）、
そ
し
て
、
中
国
語
版
『
東
亜
楽
器
考
』、

日
本
語
版
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
の
出
版
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
19
）	「
這
其
間
，
我
曾
和
鼎
堂
到
一
個
美
術󠄁
家
林
謙󠄁
三
君
那󠄁
裏
去
，
託
他
把
那󠄁
石
鼓
文󠄁

照
了
相
，
又
用
拍
電
影
用
的󠄁
卡
片
重
印
下
來
，
再
去
放
大
。
林
君
有󠄁
一
位
朋󠄁
友
在

化󠄁
學
硏
究
所󠄁
裏
工
作
，
因
此
我
們
的󠄁
所󠄁
費
也
不
多
。」『
郭
沫
若
帰
国
秘
記
』（
上

海
：
言
行
社
、
一
九
四
五
年
）
四
九
頁
。
初
版
は
『
鼎
堂
帰
国
実
録
』（
上
海
：

説
文
社
、
一
九
四
一
年
十
月
、
未
見
）。
日
本
語
訳
に
は
、
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ

う
訳
『
郭
沫
若
日
本
脱
出
記
』（
東
京
：
第
一
書
房
、
一
九
七
九
年
）
を
用
い
た
。

以
下
、
同
じ
。

（
20
）	「
初
稿
譯
成󠄁
後
，
原
作
者
與
譯
者
更
經
過󠄁
了
八
九
個
月󠄁
的󠄁
長
期󠄁
的󠄁
推
敲
，
增
改
」。

『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』「
序
」。

（
21
）	「
於
初
稿
譯
成󠄁
後
渉
歷
數
月󠄁
，

正
增
修
之
處
不
遑
枚
舉
。」『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』

「
原
作
者
序
」。

（
22
）	『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
刊
行
以
前
に
、
林
謙
三
が
著
し
た
音
楽
関
係
の
業
績
に
は

以
下
の
も
の
が
あ
る
。「
江
戸
時
代
の
飴
売
と
そ
の
楽
器
」（『
武
蔵
野
』
二
十
二

巻
五
号
、
昭
和
十
年
〔
一
九
三
五
〕
五
月
）、「
匏
琴
考
」（『
支
那
学
』
八
巻
三
号
、

昭
和
十
一
年
〔
一
九
三
六
〕
六
月
）、「
享
保
年
代
の
新
楽
器
「

」
に
つ
い
て
」

（『
武
蔵
野
』
二
十
三
巻
十
一
号
、
昭
和
十
一
年
〔
一
九
三
六
〕
十
一
月
）。

（
23
）	「
我
從
前󠄁
在
日
本
的󠄁
時
候
，
在
一
位
日
本
朋󠄁
友
林
謙󠄁
三
君
的󠄁
家
裏
看
見
過󠄁
一
種
古

樂
器
，
是
用
半󠄁
邊
相
當
大
的󠄁
竹
子
做
成󠄁
的󠄁
，
長
不
滿
三
尺
，
脊
上
安
絃
，
絃
是
已

經
朽
了
的󠄁
，
只
剩
下
安
絃
裝
置󠄁
。
竹
身
似
曾
以
油
類
之
物
塗
飾󠄁
，
但
仍
保
存
古
竹

色
，
雖
遭󠄁
蠹
蛀
，
並
不
甚
烈
。
一
端
近󠄁
底
之
邊
緣
處
有󠄁
半󠄁
月󠄁
形
的󠄁
二
孔
，
左
右
各

一
，
分
明󠄁
可
供
手
或
指
扼
握
。
我
現
在
回
想
起󠄁
來
，
這
種
樂
器
，
應
該
就
是
古
時

候
的󠄁
筑󠄁
」。『
筑
』（
初
版
は
上
海
：
群
益
出
版
社
、
一
九
四
六
年
。
未
見
。
上
海
：

新
文
芸
出
版
社
、
一
九
五
一
年
版
を
用
い
た
）
附
録
「
関
於
『
筑
』」
一
四
二
頁
。
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日
本
語
訳
に
は
、
須
田
禎
一
訳
『
則
天
武
后 

筑
』（
東
京
：
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、

一
九
六
三
年
）
二
八
七
頁
を
用
い
た
（
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
学
教

授
、
長
谷
部
剛
氏
に
ご
示
教
い
た
だ
い
た
）。
た
だ
し
、
一
九
五
七
年
の
改
訂
版

「
高
漸
離
」
で
は
、「
林
謙
三
君
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
（『
郭
沫
若
全
集 

文
学
編 

第
七
巻
』〔
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〕
一
一
六
頁
に
よ
る
）。

（
24
）	

郭
沫
若
が
佐
藤
を
と
み
と
の
間
に
も
う
け
た
子
供
に
は
、
ほ
か
に
長
男
の
和
夫

（
一
九
一
七
―
一
九
九
四
）、
次
男
の
博
（
一
九
二
〇
―
二
〇
一
〇
）、
三
男
の
仏

（
一
九
二
二
―
二
〇
〇
四
）、
長
女
の
淑
子
（
一
九
二
五
―
一
九
八
四
）
が
い
る
。

な
お
、
郭
沫
若
は
帰
国
後
、
一
九
三
九
年
に
于
立
群
（
一
九
一
六
―
一
九
七
九
）

と
結
婚
し
、
四
男
二
女
を
も
う
け
て
い
る
。

（
25
）	

昭
和
九
年
一
月
に
、
長
女
幸
代
が
生
ま
れ
た
が
、
三
月
に
夭
折
。

（
26
）	

そ
の
記
事
を
引
用
す
る
と
、「
…
ま
た
お
び
た
だ
し
い
草
稿
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。

例
え
ば
日
本
語
の
訓
読
と
中
国
古
音
の
比
較
を
説
い
た
「
刺
身
論
」
な
ど
で
、
こ

れ
に
は
「
サ
シ
ミ
」
は
中
国
の
「
三
滲
」
で
こ
れ
は
シ
ョ
ウ
ユ
、
ス
、
シ
ョ
ウ
ガ

汁
な
ど
を
魚
の
生
身
に
滲
（
に
じ
）
ま
せ
て
食
べ
る
所
か
ら
き
た
も
の
で
「
三

滲
」
は
「
サ
ム
シ
ャ
ム
」
と
発
音
す
る
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
日
本
人
は
「
ム
」
の

鼻
音
が
発
音
で
き
ぬ
た
め
「
サ
シ
ミ
」
に
な
っ
た
と
説
き
「
甘
」
が
中
国
語
の

「
カ
ム
」
か
ら
「
ア
マ
」「
暗
」
が
「
ア
ム
」
か
ら
「
ヤ
ミ
」
に
な
っ
た
の
も
こ
の

関
係
だ
と
記
し
て
い
る
。」
と
あ
る
。
な
お
、
東
京
版
で
は
「
郭
沫
若
氏
か
ら
貴

重
な
文
献
―
―
中
日
文
化
研
究
所
へ
千
五
百
余
点
」
と
題
し
、
同
趣
旨
の
記
事
が

見
え
る
。

（
27
）	

史
劇
『
屈
原
』
は
一
九
四
二
年
に
重
慶
文
林
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
ま
た
、
史

論
と
し
て
は
、『
屈
原
』（
上
海
：
開
明
書
店
、
一
九
三
五
年
）、『
屈
原
研
究
』（
重

慶
：
群
益
出
版
社
、
一
九
四
三
年
）
等
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
訳
書
に
『
屈
原
賦

今
訳
』（
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）
が
あ
る
。
林
謙
三
が
こ
こ

で
屈
原
に
言
及
し
た
背
景
と
し
て
は
、
こ
の
随
筆
が
書
か
れ
る
三
年
前
の
昭
和
二

十
七
年
（
一
九
五
二
）、
須
田
禎
一
氏 

（
一
九
〇
八
―
一
九
七
三
）
に
よ
り
、
史

劇
『
屈
原
』
の
日
本
語
訳
（
て
す
ぴ
す
叢
書
９
、
未
来
社
）
が
出
版
さ
れ
、
ま

た
、
同
年
、
戯
曲
「
屈
原
」
が
、
日
本
の
前
進
座
に
よ
り
初
演
さ
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
、
二
年
前
の
一
九
五
三
年
は
屈
原
没
後
二
千
二
百
三
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
中
国
に
お
い
て
屈
原
に
関
す
る
論
文
が
陸
続
と
発
表
さ
れ
る
中
、

郭
沫
若
も
数
編
を
発
表
、
そ
の
う
ち
『
人
民
文
学
』
一
九
五
三
年
六
月
号
に
掲
載

の
「
屈
原
簡
述
」
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
『
人
民
中
国
』（
日
本
語
版
）
創
刊
号

（
一
九
五
三
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
（
一
九
五
三
年
七
月
に
は
『
歴
史
評
論
』

〔
七
巻
七
号
〕
に
転
載
）
こ
と
等
が
あ
り
、
日
本
で
も
郭
沫
若
の
屈
原
に
関
す
る

著
作
・
記
事
等
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
28
）	

林
謙
三
が
伎
楽
面
を
描
い
た
色
紙
（
長
屋
糺
氏
蔵
）
に
「
不
鳴
菴
」
の
落
款
印
が

見
え
る
。

（
29
）	

郭
沫
若
は
国
防
文
学
に
関
し
て
、「
在
国
防
的
旗
幟
下
」（『
文
学
叢
報
』
一
九
三

六
年
七
月
、
第
四
期
）・「
国
防
・
汚
池
・
煉
獄
」（『
文
学
界
』
一
九
三
六
年
七
月
、

第
一
巻
第
二
号
）・「
蒐
苗
的
検
閲
」（『
文
学
界
』
一
九
三
六
年
九
月
、
第
一
巻
第

四
期
）・「
我
対
于
国
防
文
学
的
意
見
」（『
東
方
文
芸
』
一
九
三
六
年
十
月
、
第
一

第
四
期
）
等
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
一
九
三
六
年
、
つ
ま
り
『
隋
唐
燕

楽
調
研
究
』
出
版
の
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
当
時
中
国
」

云
々
と
あ
る
の
は
、
新
聞
編
集
者
に
よ
る
注
釈
か
。
胡
適
と
の
論
争
は
、
国
防
文

学
と
は
別
で
あ
る
。

（
30
）	

牧
野
英
三
「
林
先
生
の
こ
と
ど
も
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
四
十
三
号
、
一
九
七

八
年
）
一
五
五
頁
。

（
31
）	「
沫
若
先
生
乃
余
多
年
所󠄁
兄
事
之
畏
友
，
以
數
年
來
之
友
誼
自
行
爲
後
進󠄁
之
余
執

此
小
著
移
譯
之
勞
」。『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』「
原
作
者
序
」。

（
32
）	
郭
沫
若
が
「
万
宝
常
」
を
執
筆
し
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
藤
田
梨
那
「
郭
沫
若
的

万
宝
常
研
究
之
動
機
与
意
義
」（『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
九
年
第
三
期
、
一
七
―

二
〇
頁
）
に
詳
し
い
。

（
33
）	

脱
稿
の
時
期
は
、
本
論
の
末
尾
に
「
一
九
三
五
年
七
月
十
三
日
夜
脱
稿
」
と
見
え
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る
。
本
論
文
は
、
後
に
、『
沫
若
近
著
』（
上
海
：
北
新
書
局
、
一
九
三
七
年
。
未

見
）
に
転
載
さ
れ
、
ま
た
『
歴
史
人
物
』（
上
海
：
海
燕
出
版
社
、
一
九
四
七
年
）

三
〇
―
六
五
頁
に
収
録
さ
れ
る
。
な
お
、『
歴
史
人
物
』
の
日
本
語
訳
に
、
牧
田

英
二
訳
『
歴
史
人
物
』（
郭
沫
若
選
集
刊
行
委
員
会
編
『
郭
沫
若
選
集
15
』
京
都
：

雄
渾
社
、
一
九
八
三
年
）
が
あ
り
、「
隋
代
大
音
楽
家
―
万
宝
常
」
の
日
本
語
訳

も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
六
一
―
一
一
六
頁
）。

（
34
）	「
万
宝
常
―
彼
れ
の
生
涯
と
芸
術
」
と
「
隋
代
大
音
楽
家
―
万
宝
常
」
を
比
較
す

る
と
、
日
本
語
版
よ
り
中
国
語
版
の
ほ
う
が
長
篇
で
あ
り
、
且
つ
詳
細
で
あ
る
。

ま
た
、
発
表
の
時
期
は
、
中
国
語
版
の
方
が
早
く
に
世
に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
内

容
を
見
る
と
、
日
本
語
版
に
見
え
る
明
ら
か
な
錯
誤
が
中
国
語
版
で
は
修
正
さ
れ

て
お
り
、
恐
ら
く
日
本
語
版
を
先
に
執
筆
し
、
中
国
語
版
は
、
そ
れ
を
も
と
に
推

敲
、
増
補
改
訂
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
35
）	「
我
現
在
譯
成󠄁
了
一
部
隋
唐󠄁
燕
樂
調󠄁
硏
究
（
日
本
林
謙󠄁
三
著
）
有󠄁
八
萬
字
的󠄁
光
景
，

因
爲
是
學
術󠄁
硏
究
的󠄁
東
西
，
我
可
以
把
稿
費
放
低
出
售
（
依
原
稿
紙
計
算
，
每
張

六
百
字
，
價
四
元
，
此
乃
最󠄁
低
價
。），
但
印
刷
紙
張
要󠄁
講󠄁
究
。
靜
廬
如
肯
承
印
，

請󠄁
他
先
寄
三
四
百
元
來
，
我
可
將
稿
交󠄁
出
。
餘
款
每
月󠄁
一
百
，
交󠄁
淸
爲
止
。
請󠄁
您

向
他
提
說
一
下
，
如
不
願
意󠄁
請󠄁
覆󠄁
一
字
，
我
好
找
別
家
。」
孔
另
境
『
現
代
作
家

書
簡
』（
上
海
：
生
活
書
店
、
一
九
三
六
年
）
二
一
二
頁
。
日
本
語
訳
は
筆
者
に

よ
る
。

（
36
）	

施
蟄
存
「《
現
代
》
雑
憶
〔
二
〕」（『
新
文
学
史
料
』
一
九
八
一
年
第
二
期
）
一
六

三
頁
に
よ
る
。

（
37
）	「
茲
有󠄁
啓󠄁
者
，
余
有󠄁
日
本
友
人
林
謙󠄁
三
君
，
乃
日
本
帝󠄁
展
之
雕
刻
家
，
專
心
硏
究

中
國
古
代
音󠄁
樂
十
餘
年
，
通󠄁
英
、
法
、
印
度
諸
國
文󠄁
字
，
著
有󠄁
《
隋
唐󠄁
燕
樂
調󠄁
硏

究
》
一
文󠄁
，
於
中
國
外
國
歷
來
硏
究
之
成󠄁
績
均
一
一
加
以
檢
點
，
而
別
創
一
新
說

明󠄁
，
極
有󠄁
價
値󠄁
。
渠
欲
在
《
燕
京
學
報
》
上
發
表
，
已
由
弟
爲
之
譯
成󠄁
中
文󠄁
，
約󠄁

五
、
六
萬
字
。《
學
報
》
能
登
載
否
？ 

發
表
費
如
舊
例
不
成󠄁
問
題
也
。
林
君
之
意󠄁

在
專
以
漢
文󠄁
發
表
。
發
表
時
，
可
不
用
弟
譯
名
義
，
直󠄁
用
林
君
著
作
之
名
可
矣
。

國
外
學
者
寄
稿
，
亦
可
開
一
創
例
，
足
下
樂
爲
之
耶
？ 

望󠄂
復
。」
曽
憲
通
編
注

『
郭
沫
若
書
簡
―
致
容
庚
』（
広
州
：
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
一
八
八

頁
。
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

（
38
）	

そ
の
経
緯
は
「
我
是
中
国
人
」
第
四
章
（『
海
濤
』
一
二
九
―
一
三
〇
頁
）
に
描

か
れ
る
。
ま
た
、
容
庚
に
宛
て
た
数
々
の
手
紙
は
、『
郭
沫
若
書
簡
―
致
容
庚
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）	『
創
造
十
年
』（
上
海
：
現
代
書
局
、
一
九
三
二
年
）
第
七
章
、
一
四
三
頁
に
よ
る
。

（
40
）	

殷
塵
『
郭
沫
若
帰
国
秘
記
』
前
編
第
十
三
章
、
三
七
頁
、
後
編
第
六
章
、
一
六
七

―
一
六
八
頁
に
よ
る
。

（
41
）	「「
我
的󠄁
理
由
是
，
孔
德
硏
究
所󠄁
每
月󠄁
送󠄁
我
一
百
元
，
我
已
好
久
沒
有󠄁
寄
給
他
們
稿

子
了
。
自
知
很
有󠄁
些
不
好
意󠄁
思
。
並
且
我
覺
得
，
自
印
也
未
必
見
得
有󠄁
怎
樣
好

處
，
所󠄁
以
…
…
」」。『
郭
沫
若
帰
国
秘
記
』
前
編
第
十
六
章
、
五
〇
頁
。

（
42
）	『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
郭
沫
若
「
序
」
に
「
他
這
次󠄁
撰
述󠄁
了
這
部
隋
唐󠄁
燕
樂
調󠄁
硏

究
，
願
意󠄁
先
用
漢
文󠄁
來
發
表
，
我
便󠄁
從
原
稿
的󠄁
形
式
中
替
他
迻
譯
了
過󠄁
來
」、「
原

作
者
序
」
に
「
沫
若
先
生
乃
余
多
年
所󠄁
兄
事
之
畏
友
，
以
數
年
來
之
友
誼
自
行
爲

後
進󠄁
之
余
執
此
小
著
移
譯
之
勞
」。

（
43
）	

菊
地
三
郎
「
郭
沫
若
先
生
・
亡
命
十
年
の
点
描
―
〝
沫
若
文
庫
〟
が
語
る
そ
の
こ

ろ
の
こ
と
」（『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
一
九
七
一
年
第
一
号
）
一
二
六
頁
に
引

用
さ
れ
た
林
謙
三
の
手
紙
に
「
製
作
中
は
何
度
も
西
ケ
原
の
ア
ト
リ
エ
に
見
え
、

モ
デ
ル
に
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
」
と
見
え
る
。

（
44
）	

写
真
に
は
、「
昭
和
三
十
八
年 

陶
易
王
氏
よ
り
入
手
」
と
の
裏
書
が
あ
る
。
陶
易

王
氏
は
、
佐
藤
を
と
み
の
妹
、
佐
藤
み
さ
を
と
中
国
の
作
家
陶
晶
孫
（
一
八
九
七

―
一
九
五
二
）
夫
妻
の
三
男
。
ま
た
、
写
真
が
保
存
さ
れ
て
い
た
封
筒
に
は
ペ
ン

書
き
で
「
小
説
月
刊
「
宇
宙
風
」
巻
頭
写
真
よ
り
」
と
書
か
れ
て
い
が
、
そ
の
下

に
鉛
筆
に
よ
る
「
小
説
月
刊
「
宇
宙
風
」
巻
頭
写
真
よ
り
複
写
か
」
と
の
下
書
が

見
え
る
。
長
屋
氏
所
蔵
の
写
真
は
『
宇
宙
風
』
掲
載
の
も
の
よ
り
も
き
め
が
細
か

い
よ
う
に
見
え
、『
宇
宙
風
』
か
ら
の
複
写
か
否
か
疑
わ
し
い
。
あ
る
い
は
、
次
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注
に
見
え
る
、
上
海
図
書
館
所
蔵
の
も
の
を
複
写
し
た
も
の
か
。

（
45
）	「
像
片
無
單
身
者
，
此
張
乃
日
友
林
謙󠄁
三
君
（H

ayasi K
enzo -

）
爲
余
製
作
胸
像
，

在
其
製
作
室
中
所󠄁
攝
，
右
側
卽
林
君
，
余
則
「
對
影
成󠄁
三
人
」
矣
。
林
君
於
雕
刻

外
復
擅
場
音󠄁
樂
，
於
我
國
音󠄁
樂
史󠄁
之
造󠄁
詣
尤
深
，
有󠄁
「
隋
唐󠄁
燕
樂
調󠄁
硏
究
」
之

作
，
已
由
余
從
原
稿
中
迻
譯
成󠄁
中
文󠄁
，
不
日
卽
可
出
版
之
。
一
九
三
六
年
十
月󠄁
十

三
日 

郭
沫
若
」。
原
文
は
『
宇
宙
風
』
に
基
づ
く
が
、
翻
字
は
肖
斌
如
「
在
日
本

陳
列
的
郭
沫
若
青
銅
胸
像
的
来
歴
」（『
上
海
師
範
大
学
学
報
〔
哲
学
社
会
科
学

版
〕』
一
九
八
二
年
第
四
期
）
四
〇
頁
を
参
照
し
つ
つ
適
宜
改
め
、
句
読
・
日
本

語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
こ
の
写
真
の
現
物
は
、
肖
斌
如
に
よ
る
と
、
現
在
、
上
海

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
郭
沫
若
の
言
葉
は
そ
の
写
真
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
と

言
う
。

（
46
）	「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」
に
よ
る
。

（
47
）	

牧
野
英
三
「
林
先
生
の
こ
と
ど
も
」
一
五
六
頁
に
よ
る
。

（
48
）	『
産
業
経
済
新
聞
』（
奈
良
版
、
あ
る
い
は
、
奈
良
で
配
達
さ
れ
た
大
阪
版
か
。
一

二
版
）
一
九
五
五
年
十
二
月
四
日
朝
刊
、
第
七
面
「
郭
沫
若
文
庫
へ
胸
像 

旧
友

林
氏
、
思
い
出
の
作
品
を
贈
る
」（
た
だ
し
、
大
阪
版
、
一
四
版
に
は
そ
の
記
事

は
見
え
な
い
）。
な
お
、
こ
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
も

の
と
似
て
い
る
が
、
や
や
構
図
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
49
）	

菊
地
三
郎
「
郭
沫
若
先
生
・
亡
命
十
年
の
点
描
―
〝
沫
若
文
庫
〟
が
語
る
そ
の
こ

ろ
の
こ
と
」
一
二
六
―
一
二
七
頁
に
写
真
と
翻
字
・
書
き
下
し
文
が
見
え
る
。
本

稿
の
翻
字
は
基
本
的
に
そ
れ
に
従
っ
た
が
、
書
き
下
し
文
は
適
宜
改
め
た
。

（
50
）	

元
の
趙
孟
頫
「
贈
放
煙
火
者
」
に
「
人
間
の
巧
芸 

天
工
を
奪
ひ
、
薬
を
錬
り
灯

を
燃
や
し
て
清
昼
に
同
じ
（
人
間
巧
藝
奪
天
工
，
鍊
藥
燃
燈
淸
晝
同
）」
と
あ
る
。

（
51
）	

こ
の
『
荘
子
』
の
語
に
つ
い
て
、
郭
沫
若
は
後
に
『
十
批
判
書
』
の
中
で
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。「
常
識
で
は
、
飛
ん
で
い
る
鳥
の
影
が
地
上
を
動
く
と
考

え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
、
飛
ん
で
い
る
鳥
は
動
く
の
だ
け
れ
ど
も
、
鳥
の
影
は
瞬

間
瞬
間
、
個
々
別
々
の
投
影
の
連
続
な
の
で
あ
る
。
飛
ん
で
い
る
鳥
が
一
た
び
動

く
と
、
光
は
た
だ
ち
に
地
面
に
達
し
、
前
の
影
は
た
ち
ま
ち
消
え
失
せ
る
。〔
そ

の
さ
い
に
〕
前
の
影
が
も
し
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
光
線
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
永
遠
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
鳥
は

飛
ぶ
け
れ
ど
も
影
は
徙
ら
な
い
、
影
の
移
る
の
は
、
不
断
に
新
し
い
影
が
あ
ら
た

め
て
造
ら
れ
、
地
上
に
投
影
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」『
十
批
判
書
』「
名
辯
思
潮

的
批
判
」（
上
海
：
群
益
出
版
社
、
一
九
四
八
年
）
二
五
七
頁
。
原
文
は
省
略
し
、

日
本
語
訳
に
は
、
野
原
四
郎
他
訳
『
中
国
古
代
の
思
想
家
た
ち 

下
』（
東
京
：
岩

波
書
店
、
一
九
五
七
年
）
一
二
六
頁
を
用
い
た
。

（
52
）	

澤
地
久
枝
「
日
中
の
懸
橋 

郭
を
と
み
と
陶
み
さ
を 

そ
の
二
」（『
文
藝
春
秋
』
一

九
八
一
年
五
月
号
〔
五
十
九
巻
五
号
〕、
後
、『
完
本 

昭
和
史
の
お
ん
な
』〔
二
〇

〇
三
年
七
月
〕
に
再
録
）
に
詳
し
い
。

（
53
）	

後
に
、
自
伝
『
帰
去
来
』（
上
海
：
北
新
書
局
、
一
九
四
六
年
。
未
見
）
に
収
め

ら
れ
る
。『
郭
沫
若
全
集 

文
学
編 

十
三
巻
』
四
一
六
―
四
二
八
頁
。

（
54
）	『
改
造
』
に
は
訳
者
名
は
記
さ
れ
な
い
。
今
、
丸
山
昇
『
あ
る
中
国
特
派
員
―
山

上
正
義
と
魯
迅
―
』（
中
央
公
論
社
、
中
公
新
書
、
一
九
七
六
年
）
一
九
五
頁
の

説
に
従
う
。
ま
た
、
同
書
一
九
六
頁
に
「
時
期
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
上
海
に

行
っ
て
か
ら
手
に
い
れ
た
も
の
を
上
海
で
訳
し
て
、『
改
造
』
に
送
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
す
る
。

（
55
）	

林
謙
三
宅
の
あ
っ
た
滝
野
川
区
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
、
幾
度
か
空

襲
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
四
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
未
明
に
か
け
て
の
被
害
が
最
も

甚
大
で
、
焼
失
戸
数
は
、
約
一
万
五
千
を
数
え
た
と
言
う
（
東
京
都
北
区
役
所
編

『
新
修
北
区
史
』
東
京
都
北
区
役
所
、
一
九
七
一
年
、
五
四
〇
―
五
四
一
頁
。
東

京
大
空
襲
・
戦
災
誌
編
集
委
員
会
『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌 

第
三
巻
』
財
団
法

人
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
、
一
九
七
三
年
、
二
七
六
―
二
七
七
頁
）。

（
56
）	
そ
の
ほ
か
の
要
因
と
し
て
は
、
林
謙
三
自
身
が
、「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐

燕
楽
調
研
究
』」
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
内
容
が
特
殊
で
あ
る
た
め
日
本
で

の
発
表
が
困
難
と
感
じ
て
い
た
こ
と
や
、
修
正
を
要
す
る
個
所
が
多
々
あ
る
と
考
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え
て
い
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
校
正
を
通
じ
て
、
郭
沫
若
の
意
見
が

随
所
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
両
人
の
見
解
を
峻
別
す
る
こ
と
が
困
難

だ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
林
謙
三
に
は
未
発
表
原
稿
「
唐
楽
調
の

淵
源
」（
昭
和
十
七
―
二
十
年
頃
執
筆
か
。
長
屋
糺
氏
蔵
）
が
あ
り
、
そ
の
内
容

は
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
、
本
書
刊
行
後
、
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
当
該
草
稿
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
八
年
度
中
に
刊
行
予
定
の
長
谷
部
剛
・
山
寺
三
知
編
訳
『
林
謙
三
『
隋
唐

燕
楽
調
研
究
』
と
そ
の
周
辺
（
仮
題
）』（
関
西
大
学
出
版
部
）
に
収
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
57
）	

澤
地
久
枝
「
日
中
の
懸
橋 
郭
を
と
み
と
陶
み
さ
を 

そ
の
二
」
四
〇
六
頁
、
財
団

法
人
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
編
纂
委
員
会
『
沫
若
文

庫
目
録
』（
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
、
二
〇
〇
八
年
）
七
八
―

七
九
頁
に
よ
る
。

（
58
）	

藤
田
梨
那
「
市
川
市
郭
沫
若
記
念
館
落
成
」（『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
第
六
号
〔
総

№
７
〕
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
59
）	

前
述
の
と
お
り
、「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」
の
別
紙
に
「
昭

和
三
十
一
年
四
月
十
四
日
録
音
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
「
そ
れ
以
後
や

が
て
十
八
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
、
郭
沫
若
の
帰
国
の
年
、
昭

和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
か
ら
数
え
る
と
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
七

月
が
十
八
年
目
に
当
る
こ
と
か
ら
、「
昭
和
三
十
年
四
月
」、
つ
ま
り
『
文
藝
春

秋
』
の
随
筆
「
郭
沫
若
」
と
同
時
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
60
）	「
林
謙
三
先
生
年
譜
・
業
績
目
録
」
に
よ
る
。

（
61
）	『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

月
報
15
』（
東
京
：
八
木
書
店
、
一
九
七
四
年
三
月
）

二
頁
。

（
62
）	

長
屋
糺
氏
談
。

（
63
）	

陳
夢
熊
「
郭
沫
若
遺
簡
五
通
考
述
」（『
郭
沫
若
研
究
』
第
十
輯
、
一
九
九
二
年
）

所
収
「
復
丘
瓊
蓀
」
に
「
卽
林
書
，
手
中
亦
無
有󠄁
，
幾󠄁
乎
全󠄁
部
忘󠄁
卻
矣
。」
と
見

え
る
。「
林
書
」
と
は
、
林
謙
三
著
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
を
指
す
。

（
64
）	

表
紙
題
字
は
、
郭
沫
若
。
初
版
は
、
出
版
地
・
出
版
者
・
出
版
年
と
も
に
不
明
。

二
版
は
、
敦
煌
文
物
研
究
所
編
、
北
京
：
文
物
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

（
65
）	

郭
沫
若
の
許
可
を
得
た
旨
を
知
ら
せ
る
、
中
国
科
学
院
外
事
局
か
ら
の
書
信
が
残

さ
れ
て
い
る
。
長
屋
糺
氏
所
蔵
。

（
66
）	「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」
三
一
頁
。

（
67
）	「
郭
沫
若
さ
ん
と
私
の
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』」
三
〇
頁
。

（
68
）	

日
本
語
訳
は
、『
林
謙
三
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
そ
の
周
辺
（
仮
題
）』
に
収
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
69
）	

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
剛
・
山
寺
三
知
「「
林
謙
三
先
生
記
念
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
─
隋
唐
音
楽
と
日
本
雅
楽
─
」
を
開
催
し
て
」（『
日
本
中
国
学
会
便

り
』
二
〇
一
六
年
第
一
号
、
六
―
七
頁
）
に
詳
述
し
て
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
は
概
略
の
み
を
記
す
。
筆
者
が
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
南
北
朝
楽
府
の
多
角
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
佐
藤
大
志
〔
広

島
大
学
〕）
二
〇
〇
六
―
二
〇
一
〇
年
度
）
に
研
究
分
担
者
と
し
て
参
加
し
て
い

た
際
、
佐
藤
大
志
、
狩
野
雄
（
相
模
女
子
大
学
）、
長
谷
部
剛
（
関
西
大
学
）
の

三
氏
と
と
も
に
、
林
謙
三
旧
蔵
書
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
蔵

書
は
、
関
西
大
学
へ
寄
贈
・
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
日
本
学
術
振
興

会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
隋
唐
燕
楽
歌
辞
の
文
学
的
・
音
楽
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
双
方
向
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
長
谷
部
剛
）
の
一
環

と
し
て
、
継
続
し
て
調
査
・
整
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
そ
れ
に
参
加
し
て

い
る
。


